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序

えびの市は、宮崎県の南西端に位置し、北の九州山地 。加久藤カルデラ壁と

南の霧島山系に囲まれた狭長な盆地であります。県内で唯一西へ流れる川内川

へは大小20あ まりの支流が合流し、発達した河岸段丘の殆どは周知の遺跡であ

ります。当地は、日向・肥後・薩摩 。大隅の分岐点にあたり、古くから様々な

文化・文物が混在した独特の地域として発展してきました。

霧島山系の主峰は、標高1,700mの韓国岳であり、豊富な降雨と湧水に加え、

肥沃な氾濫原が生産性を高め、段丘面の殆どが周知の遺跡となっております。

本市の北西部、白川左岸から川内川右岸にかけての中内竪地区の圃場整備事

業が採択され、北西端の下鶯地区については周知の遺跡であり、平成15年度に

県文化財課によって試掘調査も実施され、竪穴住居や溝状遺構が検出されてい

ます。

本書は、平成21年度に実施した、下鶯遺跡発掘調査の報告書であります。近

現代の開墾によって3～ 4割が消滅していましたが、縄文時代晩期の落とし穴

のほか、弥生時代後期～古墳時代の竪京住居15棟、古代末の木棺墓などの遺構

や縄文時代～古代を主とする遺物が約20,000点出土しております。

本書が学術資料としてだけでなく、生涯学習や学校教育の場で活用され、埋

蔵文化財の保護に対する理解と認識が深まれば幸いです。

本遺跡の調査にあたり、ご指導・ご協力項いた諸先生方、調査に対してご理

解 。ご協力頂いた地権者・耕作者の諸氏、発掘作業・整理作業に従事して頂い

た作業員の方々に対しまして厚く御礼申し上げます。

平成23年 3月

えびの市教育委員会

教育長  萩 原 和 範



例  言

1.本書は、平成21年度に実施 した、県営経営体育成基盤整備事業中内竪地区に伴う下鶯遺跡発

掘調査の報告書である。

2.調査は、えびの市教育委員会が主体となり、平成21年■月25日 から平成22年 3月 2日 にかけ

て実施 した。

3。 本報告作成のための整理作業は、主として平成22年度に実施 した。

4.遺跡の航空写真および航空測量は、九州航空株式会社に委託した。

5.遺構および遺物の写真撮影は、中野が担当した。

6.本書の執筆および編集は、中野が担当した。

7.調査の関連資料や出土遺物は、えびの市歴史民俗資料館に保管 。一部展示 している。

凡  例

1。 本文使用の第 2図は、昭和57年 (1982)年作成図であり、写真図版の現況とは若千の違いが

ある。

2.本書掲載の遺構は、SA:竪床住居、 SB:掘立柱建物跡、SD:溝状遺構、SK:土坑・土

羨墓・落とし穴、 S′ R:道路状遺構、SZ:用途不明 として略している。

3.遺構分布図では、近現代の削平段落ちや攪乱、サブ トレンチ、自然樹木痕、風倒木痕等は削除

している。

4.遺構は、検出順に通し番号を付け、柱文と境乱は区ごとに01番から付けている。

5.遺構実測図記載の方位は、国土座標軸 (日 本測地系)の北を示す。

6.竪穴に関しては全て住居であり、工房その他特殊建物ではないことから、竪穴建物とは呼称 し

ていない。

7.竪穴住居の土層において、「覆土」は住居廃絶後の自然流入土 (第 1層)と し、貼床 (人為埋

め土 ,第 2層)と は明確に区別している。また、柱文の深さの数値は、 2層下の底面からの深さ

である。

8.出土土器実測図のスクリーントーンは丹塗りを示 し、痕跡程度の場合は実測図の半分で止めて

ヤゝる。

9.鉄器と銅製品の実測図および写真は、保存処理前のものである。

10。 石器の剥離面のリングの線は、ガラス質～光沢のある石材は実線で、安山岩や粘板岩等の石

材は破線で表現している。

11.断面層序の注記および出土遺物観察表の胎土欄に記載 した砂粒は、日測で、微砂 :概ね直径

0.5mm未満、細砂 :槻ね0。 5～ 1.5mm位、粗砂 :概ね1.5～ 2.5mm位、小礫 :3 mm以 上に分けている。



12.同表の調整欄に記載した「工具ナデ」は「意図的ではないハケ」であり、「半ミガキ」は、

「意図的ではないミガキ」を示す。

13.写真図版に写っているピンポールの長さは、すべてlmである。

調 査 組 織

調査主体  えびの市教育委員会  教育長  萩 原 和 範

社会教育課長  白 坂 良 二 (平成21年度)

上加世田たず子 (平成22年度)

文化係長  岩 下 百 年 (平成21年度)

鶴 田 晃 ― (平成22年度、兼課長補佐)

主査  西   正 利 (平成21年度～、事務・連絡調整)

主任技師  中 野 和 浩

平成21年度

発掘作業員  青山つや子、市原親幸、入佐孝、小倉克己、小倉カツ子、小倉和美、岡田俊昭、

狩集憲子、恨屋千代子、上熊須さとみ、木原典子、楠元美智子、新屋勝子、田方利子、田方義

一、瀧山志保子、田代俊二、出水一美、豊永ヨシ子、中村純子、西脇 ミキ、原内るり子、樋口敏

夫、福重真諭美、福園次男、福園初美、深田しげ子、深利茂男、星指利江子、松下ヤヱ子、本坊

武志、本坊福子、安井春子

遺構実測  出水一美、本坊福子

実測補助  木原典子、楠元美智子、星指利江子

整理作業員  有木美穂、石野チエミ、塩屋春美、橋爪真美

平成22年度

整理作業員  入木和代、大田由美子、末継さおり、楢木たか子、山元里美
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図版34 SA-071層 遺物出土状態 (南西から)、 断面層序 (南西から)

図版35 SA-081層 遺物出土状態 (北から)、 東寄リセクション断面層序 (北東から)、 完掘

状態 (南西から)

図版36 SA-091層 遺物出土状態 (南から)、 内区 (南から)

図版37 SA-09内区南側 lb層遺物出土状態 (南から)、 断面層序 (南束から)

図版38 SA-09東西断面層序 (南 から)、 南北断面層序 (東から)、 完掘状態 (南から)

図版39 SA-101層 遺物出土状態 (南西から)、 (北西から)

図版40 SA-10北 西部 1層遺物出土状態 (北西から)、 内区 lb層遺物出土状態 (南西か

ら)、 接写 (南東から)

図版41 SA-10断面層序 (南束から)、 完掘状態 (南西から)

図版42 県試掘坑と黒色上の広がり (南西から)、 黒色～灰色土遺物出土状態 (南から)、 SA

-11 黒～灰色土除去 。1層遺物出土状態 (南西から)

図版43 SA-11中央付近 1層遺物出土状態 (南西から)、 1層遺物出土状態 (北束から)

図版44 SA― H北西部 1層遺物出土状態 (北から、下位に焼土と炭化材)、 東西断面層序 (南

西から)、 南北断面層序 (南束から)

図版45 SA-11完掘状態 (北西から)、 北主柱穴付近の樹木痕内淡灰色粘土

図版46 SA-121層 遺物出土状態 (南西から)、 (南東から)



図版47 SA-12南西部 1層遺物出土状態 (南西から)、 北中央付近高邦出土状態 (北西から)

図版48 SA-12断面層序 (南東から)、 中央部 (南東から)、 完掘状態 (南東から)

図版49 SA-131層 遺物出土状態 (南西から)、 (南束から)

図版50 SA-13断面層序 (南 から)、 南東部断面層序 (南西から)、 完掘状態 (南東から)

図版51 SA-06。 14遺構検出状態 (北東から)、 SA-14 1層 遺物出土状態 (北束から)

図版52 SA-14北半部 l層遺物出土状態 (北東から)、 断面層序 (北東から)、 完掘状態 (東 から)

図版53 SA-15と下層遺物出土状態 (東から)、 断面層序 (南東から)、 (北西から)

図版54 SA-162層 遺物出土状態 (南東から)、 SA-15。 16完掘状態 (南から)

図版55 SK-10断面層序 (北束から)、 南拡張後完掘状態 (北東から)

図版56 SK-20遺物出土状態 (南から)、 SK-35遺物出土状態 (北東から)、 完掘状態 (南

西から)

図版57 SK-29遺物出土状態 (南西から)、 断面層序 (西から)、 完掘状態 (南西から)

図版58 SK-36遺物出土状態 (南東から)、 断面層序 (南から)

図版59 SK-37遺物出土状態・断面層序 (北東から)、 SK-39遺物出土状態 。断面層序 (北

東から)、 SK-41遺物出土状態 (南西から)

図版60 SK-43遺物出土状態 (南東から)、 (南から)

図版61 SK-44南端部遺物出土状態 (南西から)、 断面層序 (南西から)、 北拡張部遺物出土

状態 (南西から)

図版62 SK-44南端以北遺物出土状態 (南東から)、 断面層序 (南から)

図版63 V区南縁拡張部Ⅳal層・SK-40(左 端)遺物出土状態 (北東から)、 SK-40遺物出

土状態 (北束から)

図版64 SK-09断面層序 (北東から)、 全景 (東から)、 皿・小皿出土状態 (東から)

図版65 1区 出土縄文土器、Ⅱ区出土縄文土器、Ⅲ区出土縄文土器

図版66 Ⅳ区出土縄文土器、Ⅳ区SK-10出土縄文土器、V区出土縄文土器

図版67 SK-27・ 31。 34。 36。 45出土縄文土器、Ⅵ区出土縄文土器 (1)

図版68 Ⅵ区出土縄文土器 (2)、  SA-011層 出土土師器、 2層出土土師器 。SA-02出土土

師器、 SA-03A l層 出土土師器 (1)

図版69 SA-03A l層出土土師器 (2)～ (4)、 SA-031層 出土土師器 (1)

図版70 SA-031層 出土土師器 (2)、 埋設炉の上器、 SA-041層 出土土師器

図版71 SA-05A l層 出土土師器 (1)、 (2)、 埋設炉の土器、 SA-05A・ Bl・ 2層出土

土師器

図版72 SA-05B l層出土土師器、 SA-061層 出土土師器、SA-081・ 2層出土土師器

図版73 SA-071・ 2層出土土師器、SA-091層 出土土師器 (1)～ (5)



図版74 SA-091層 出土上師器 (6)～ (9)

図版75 SA-091b層 出土土師器、2層・攪乱出土土師器、SA-10出 土土師器 (1)、 (2)

図版76 SA-101a～ 2層出土土師器、 1・ la層出土土師器

図版77 SA-101b層 出土土師器、 la層出土土師器、 lb+2層 出土片接合土器、 SA-11

la層出土土師器

図版78 SA― 11 l b層出土土師器 (1)、 (2)、 2層出土土師器

図版79 SA-121b層 出土土師器 (1)～ (4)

図版80 SA-13～ 16出土土師器、 SK-34出土縄文土器、 SK-28出土縄文土器、 SK-10。

20。 29出土土師器

図版81 SK-35～ 37・ 40出土土師器、 SK-44出土土師器、 SD-03・ 攪乱ほか出土土師器

図版82 SK-09出土土師器 (1)～ (6)、 I区Ⅳal層、Ⅱ区Ⅱ層・撓乱・小pit出土土師器

図版83 Ⅲ～V区Ⅳal層ほか出土土師器、Ⅳ区Ⅳal層ほか出土土師器、V区Ⅳal層ほか出土土師器

(1)

図版84 V・ Ⅵ区Ⅳal層 ほか出土土師器、V区Ⅳal層ほか出上土師器、 I・ V区出土黒色土器

図版85 調査区出土須恵器 外面、内面、土器片加工円盤、高邦転用輪羽口

図版86 調査区出土玉類、輸入陶磁器・国産陶磁器、金属製品

図版87 調査区出土打製石鏃と未製品、石錐・石匙・磨製石鏃・石包丁など

図版88 調査区出土磨製石斧・狭り入り刃器・砥石・敲石・火打石、打製石斧・刃器

図版89 調査区出土磨石・敲石、竪穴住居出土砥石・敲擦石

図版90 調査区出土大型剥片・石核・石鍋片、 SA-01出土鉄床石 Att B面、台石、SA―

03A出土台石 (1)

図版91 SA-03出土鉄床石、SA-03A出土台石 (2)、 SA-04出土鉄床石、SA-09出土

被熱・弾けのある礫、SA-09出土台石 (1)、 (2)

図版92 SA-11出土台石、SK-34出土台石、SK-36出土台石、SK-37出土台石



第 1章 はじめに

平成15年度、本市の北西部に位置する中内竪地区38haの基盤整備事業が採択 された。北西端の

下鶯地区は周知の遺跡であることから、県文化財課による試掘調査が実施された。その結果、西側

と東側の丘陵部に弥生時代後期～古墳時代の集落が包蔵 していることが判明し、全面調査の場合は

約2,500∬ が調査面積となることが想定された。

平成20～ 21年度にかけて、県文化財課のほか、西諸県農林振興局、市農村整備課 と協議を重

ね、21年度の稲刈後に発掘調査を実施 し、22年度に本報告書を作成・刊行するという方針が決定

した。

第 2章 遺跡の位置と歴史的環境 悌1図 )

下鶯遺跡は、えびの市大字内竪字下鶯、三反の狭小な尾根 2筋に立地する。中央には深い谷が

入り、西尾根は段差の大きい (1～ 1.5m)水 田に開墾されており、現況の標高は252.6～255,7m

で、南の白川とは14～ 23mの比高がある。東尾根の現況は斜度 4～ 6度の畑で、標高254～ 257.8

mを測る。

100～ 200m北へ上がる (比高25m)と、南北600m・ 束西150～ 250mの広大な田平第 1遺跡

(20,縄文～古墳時代の散布地)が立地し、深い谷を挟んで西側にも、南北430m。 東西200m

(南半は間に谷が入る)の山王前遺跡 (19,縄文～平安時代の散布地)が立地する。

北西5.5kmに は、旧石器時代後期から南九州各地に流通する黒曜石の原産地 (25)がある。遺跡

の対岸には、縄文時代前期の落とし穴16基のほか弥生時代後期～古墳時代後期の竪穴住居約200軒

や小型形式の地下式横束墓27基を検出した天神免遺跡 (2)と 、竪寮住居28軒 と小型形式の地下

式横床墓 2基等を検出した岡松遺跡 (3)が立地する。南西 2 kmに は、奈良時代後期～平安時代の

蓮花寺跡があるが、須恵器壷転用の蔵骨器 2点が採取されているのみで実態は不詳である。

東 3 kmに は、平成23年 1月 現在、短甲 6。 皮小板漆塗草摺 1・ 冑 4・ 刀33・ 剣49・ 蛇行剣10・

鉄矛 4・ 鉄鏃833・ 骨鏃190・ 刀子117・ 鉄斧 3・ 鈍11・ 録子 4・ 錐 1・ 弓金具 2組・轡 2・ 辻金具

9・ 鉄鐸 1・ 耳環11・ 貝釧55・ ガラス小玉61・ 朱玉 1・ 砥石 1の ほか、人骨304・ 糞石 3と いった

多種多様の遺物が出上している島内地下式横水墓群 (48)が ある。

中世には盆地を眺望する丘陵突端部や段丘端部に山城が構築され、肥沃な盆地の覇権が争われ

た。北北西 3 kmに は、近世の番所跡 (大番庫)が あり、その北西隣には、近世末～近代の鉄鉱石

(9)の精錬所跡 (14)が ある。北 2 kmに は、古墳時代以降に砥石として使用された風化カオリ

ンを産出する通称「砥石木場」原産地 (26)カミある。

-1-
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1:下鶯遺跡 2:天神免遺跡 3:岡松遺跡 4:赤花城跡 (消滅)5:垣 傍遺跡 6:宮 ノ平遺跡 7:松尾遺跡 8:
西ノ野第 1遺跡 9:鉄鉱石採掘跡 10:大河平第 1遺跡 11:大河平第 2遺跡 12:大河平第 3遺跡 13:大河平第 4遺跡
14:大河平第 5遺跡 15:鉄鉱石精錬所跡 16:後平第 1遺跡 17:後平第 2遺跡 18:瀬戸口遺跡 19:山王前遺跡 20:
田平第 1遺跡 21:田平第 2遺跡 22:田平第 3遺跡 23:田平木場田遺跡 24:牛 ヶ迫遺跡 25桑ノ木淳留遺跡・黒曜石

原産地 26:砥石木場 27:矢岳第 4遺跡 28:矢岳第 2遺跡 29:矢岳第 1遺跡 30:矢岳第 3遺跡 31:山王第 2遺跡
32:山王第 1遺跡 33:高山遺跡 34:松尾城跡 35:杉尾城跡 36:松 ノ尾城跡 37:昌明寺遺跡 38:油 田遺跡 39:風
戸遺跡 40:老 松田遺跡 41:西小原遺跡 42:内小野遺跡 43:芦刈遺跡 44:宮 ノ東遺跡 45:東福城跡 46:寺 園遺

跡 47:新城跡 48:島 内地下式横床墓群 49:島 内遺跡 50,中浦遺跡 51:徳永牟田遺跡 52:古城跡 53:古城遺跡
54:猿 ヶ城跡 55:幣田遺跡 56:岡元遺跡 57:鶴丸・馬場地下式横束墓群 (鹿児島県湧水町)

第 1図 遺跡の位置と周辺の遺跡位置図 (1:50,000)
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第 2図 調査地と周辺の地形 (115,000)

第 3章 発掘調査

第1節 はじめに

西側と東側の高位面は全て削平される計画であることから、高位面を調査対象とした (間の谷の

部分は無遺構・無遺物である)。 西側の南半分は、試掘調査をしていないために遺構の有無が不明

であったことから、表土剥ぎの初日にバックホウで約 5mお きに試掘をして、遺物包含層や遺構・

遺構面の削失を確認した。その結果、調査不要のスペースができたので排土置き場とし、 I～ V区

にわけた。なお、V区以南は工事対象外である。

東側の傾斜地 (畑地)は旧地形をある程度は保っていることが予想された。南東部分については

-3-
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第 3図 調査地の地区割と地形

詳細が不明であったことからバ ックホウで試掘溝を4本入れたが、遺構 。遺物は発見されなかっ

た。その結果、北西の上位部に略方形の調査区を設定し、Ⅵ区とした。

発掘作業はV区から着手し、Ⅳ→Ⅲ→Ⅱ→ I→Ⅵ区へと移動して行き、遺構検出順に番号を付け

ていった。なお、調査の仮終了後に、Ⅲ区の西側のほか、Ⅳ区の中央北部と南側 lm前後、V区の

南側 lm前後を拡幅し、遺物包含層と新たな遺構や竪穴住居の延長部などを追加調査 しているの

で、遺構番号が不自然な面もあるが、現場での番号をそのまま使用して報告する。
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第4図  I～Ⅵ区 主要遺構と標高 (50Cnコ ンタ)



第 2節 基本 的層序

層序は、上からI層 :黒灰色土 (耕作土)、 Ⅱ層 :床土・客土・近世以降の灰色系土、Ⅲ層 :淡

黒灰色土、Ⅳal層 :ア カホヤ火山灰 2次堆積層および相当層、Ⅳa2層 :淡黒灰色土 (主 として縄文

時代前期)、 Ⅳ b層 :ア カホヤ火山灰 (B.P7,300)、 V層 :灰褐色十淡黒褐色火山灰 (き わめて

部分的)、 Ⅵ層 :淡黒褐色土、Ⅶ層 :淡黄褐色砂質土に分別した。

Ⅲ層は通常の段丘であれば30～40cm堆積しているが、 I～ V区 においては開墾により削失が著

しく、各筆の南半部に10～ 20cm程度が遺存する。Ⅵ区においては全く遺存せず、開墾による削失

もしくは耕作土壌化あるいは、流失したものと思われる。Ⅳal層 は、 I～ V区では厚さ10～ 15cm

程度であるがⅥ区では最大50cmほ どの厚さがあり東側が厚く、間層として小礫～礫主体の層が入

る。Ⅳa2層 は、 I区 とV区の南東部でのみ確認された。Ⅳ b層 は、段丘面においては通常40cm程

度の層厚であるが、当遺跡においては30cmほ どであり、Ⅵ区の東半部では流失や粘質土化してい

る。Ⅳ b層以下は無遺物層であり、Ⅶ層には小林ボラ (B.P16,700)を 微量含む。

第 3節 地 区別 の概要 と主要遺構 以外 の出土遺物

I区 北半はⅣ b層下部～Ⅶ層まで削失し、南半は、Ⅳal層以下が良好に遺存していた。上面の遺

構検出においては、溝状遺構 (SD-03～05)や多数の攪乱・柱宍 (SB-01～03)を検出し、

掘り込み終了後、Ⅳal層 およびa2層 を手掘りで掘り下げた。Ⅳ b層上面の遺構は、落とし文 1(S

K-42)の みであった。

主要遺構以外の出土遺物は、主としてⅣal層 から、縄文時代中期末～晩期の上器片72点のほか、

弥生時代後期～古代の土師器830点、剥片等26点、近現代の溝状遺構 3条から縄文土器片10点のほ

か、弥生時代後期～古代の上師器片187点、黒色土器 1点、剥片等 2点がある。これらは小片が殆

どであり、図化できたのは少量 (第 8図)である。弥生～古代の遺構は未確認であり、これらの遺

物は、調査区外 (北側)か らの流れ込みと考えられる。

Ⅱ区 表土を剥ぐとすぐにⅦ層になり、当初は中央やや西側で止め、竪穴住居 1(SA-10)と

土坑 1(SK-20・ 26)、 座棺墓 5(SK-21～ 25)を検出していた。後日、残りの西側にはⅡ

層相当の鉄分集積上が疲っていることに気付き、Ⅶ層上面まで 5～ 10cm剥 ぐと、県試掘坑を含む

竪束住居 1棟 (SA-16)と 竪貞住居状遺構 (SA-15)と 土坑 1(SK-41)を 検出した。

主要遺構以外の出土遺物は、主として西半部のⅡ層水田基盤造成上から、縄文土器片119点、

弥生時代後期～古墳時代後期の土器片121点、須恵器片 2点、剥片等116点がある。15・ 16号住居

に帰属する遺物も含まれている反面、図化できたものは少量 (第 9図)である。縄文土器は中期

後葉から晩期前半までの土器があるが、遺構はない。近現代の座棺墓のうち、SK-23か ら煙管

(41)が、SK-26か ら鉄銭 (40)が出上しており、市内では稀な副葬品である。

Ⅲ区 Ⅱ区との間はⅡ区よりもlm近く削平されており、バックホウによる試掘溝を4本入れたが

全て表土下Ⅶ層で、遺構 。遺物は検出されなかったことから、排土置き場とした。Ⅲ区の南半はⅣ

-7-



a層以下が遺存し、遺物も確認されたことからほぼ一筆を調査区とした。北半は表土下Ⅶ層が露

呈、西寄りには単独で竪文住居 1(SA-07)が 、中央～西側はⅣ a層を若千掘り下げた段階で

切り合う2棟 (SA-08'09)を 検出した。東端部には自然に谷へ下降するⅢ～Ⅳal層が若千遺

存しており、少量の遺物が出上した。半円で検出した08号住居の南は開墾によって1.5m削失し

ており、遺構は消滅している。14号土坑の中～下位からイノシシの頭や四肢骨の一部が出土した

が、近現代であることから、記録には残していない。
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可
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ユ
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夕
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ｖ
Ｌ
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Ｏ
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Ｏ‐

20m

遺構検出・Ⅳal層 の遺存範囲 (拡張前)検出遺構
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第 5図
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主要遺構以外の出土遺物は、主としてⅣal層 から、縄文土器片44点のほか、弥生時代後期～古墳

時代後期の上器片257点、剥片等53点がある。これらは小片が多く、図化できたものは少ない (第

10図)。 なお、SK-11出土の鉄鏃茎部 (57)イよ、SA-09に帰属する。

V区 当初の調査区の北壁は真直で、南辺はlmほど北側の位置で、プランが不明瞭な住居状遺構

(SA-05)の ほか、数基の上坑、機能不明の上坑状遺構 (の ちのSA-06)、 溝状遺構 (SD

-02)を検出していた。近現代の上坑群とSD-02堀込後にⅣal層 を掘り下げると、05号住居の

0             10m

アミロは県試掘溝

鶴

絵

第7図 Ⅵ区 遺構分布図
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プランがより明確になるとともに、09。 10号土坑等を検出した。Ⅳal層 と遺構の存在により、南
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へ lm前後拡張したところ、06号住居と37号土坑の確定と14号住居の存在に気付いた。調査終了

間際には北辺中央寄 りの土坑43号の存在に気付き、北へ 2度拡張 して全体の把握に努めた。45号

土坑は検出時は不整形な撹乱状であったが、一段掘 り下げると楕円形プランになり、セクションを

設定 して掘 り下げた。

主要遺構以外の出土遺物 としては、主としてⅢ～Ⅳal層 から、縄文土器片164点 のほか、弥生時

代後期～古墳時代後期の土器片1330点、石器・剥片等175点、土製品 3点が、02号溝から縄文土器
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第 9図  Ⅱ区 主要遺構以外 出土遺物実測図
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片 4点 と土師器片190点 、須恵器片・鉄器各 1点、石器・剥片等17点が出土 している。これらも小

片が多く、図化できたものは少ない (第 H。 12図 )。 なお、02号溝出土の刀子 (90)イよ、05号住

居に帰属か。石包丁 (97)イよ、05号 と06号住居の中間やや北側で出土 し、どちらかに帰属すると

推定 される。

V区  当初の南辺は lmほ ど北の位置で、北半部は著 しく削失 し、01号住居のプランは明瞭で

あった。南東部にはⅣ a層が遺存 し、近現代の溝状遺構 (SD-01)と Ⅳal・ a2層 を掘 り下げると

竪穴住居 2(SA-03・ 04)の存在が明瞭になった。03号住居の南西端の検出と南束部のⅣ a層

を追加調査する必要性から南へ lm拡張すると、焼土を多量に含み上面に古代の土師器を伴う土坑

1(SK-40)を 検出した。

主要遺構以外の出土遺物としては、主としてⅣal層から (Ⅳ a2層からは若千)、 縄文土器片54点

のほか、弥生時代後期～古墳時代後期の上器片2548点 、黒色土器片 1点、石器・剥片類53点 が、

01号溝から、縄文土器片 3点、弥生時代後期～古墳時代後期の上器片182点、黒色土器片 1点、石

器・剥片等 6点が出上 している。量的にはかなり多いが、小片が殆どであり、図化できたものは少

なモゝ (第 13。 14図 )。 100～ 102は 同一個体かもしれない出水式上器 (後期前葉)であるが、縄文
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(92～ 95)
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第12図  Ⅳ区 主要遺構以外 出土遺物実測図 (2)

土器の主体は晩期前半である。弥生時代後期後半～古墳時代初頭の土器113と 114は、04号住居に

帰属すると断定される。丹塗 り土師器の128～ 130や須恵器は6世紀末～ 7世紀前葉であり、03号

住居に帰属する可能性がある。141は石英製の石核状のものであるが、稜が潰れ、近現代の溝状遺

構からの出土という点から火打石であろうと推定される。

Ⅵ区 標高254～ 257.6m、 斜度 4～ 6度の緩斜面で、 I～ Ⅱ層 (10～ 20cm)を剥ぐとすぐにⅣal

層になった。掘削直後は、北東部では礫混じりの土が多く、Ⅶ層と思い込んでいた。遠目には、

県試掘坑と重複する黒色上の広がりが 2ヶ 所あり、竪床住居であることは予想された (写真図版

7。 42)。 県試掘坑全てを完掘すると、Ⅳal層が10～ 50cmほ ど堆積しており、Ⅳal層 を10cmほ ど

掘 り下げないと古墳時代以前の遺構が検出できないことを再確認した。南辺も0.5～ lm拡幅し、

遺物・遺構の有無を確認した。最終的には、縄文時代の落とし穴 3(SK-27・ 30。 33)と 土坑

(SK-28・ 34)、 弥生～古墳時代の竪穴住居 3(SA― H～ 13)と 土坑 5(SK-29。 31。 35。

36)等 を検出した。また、遺構堀込と並行しつつ、Ⅳal層 を掘り下げ、遺物を採取した。

主要遺構以外の出土遺物は、主としてⅣal層から、縄文土器513点のほか、弥生時代後期～古墳

時代後期の上器片587点、石器・剥片等132点が出土している。縄文晩期の遺物が目立つが、小片

が多く、図化できたものは少ない (第 15。 16図 )。

縄文土器は、晩期前半の天城式土器が主で、若千の粗製深鉢 (157・ 158)も あり、晩期末の黒
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川式 (163)ま でみうけられる。179は蛇紋岩製の磨製石斧で、前期の所産 と思われる。 1801よ打製

石斧の基部で、両側縁に刃潰 しがみられる大型のタイプである。
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第14図  V区 主要遺構以外 出土遺物実測図
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第 4節 時代別遺構 と出土遺物

以下、時代を追って個別遺構と出土遺物について述べる。

1.縄文時代  落とし床 5と 貯蔵穴 1、 土坑 1が ある。

SK-27(第 17図 )

南西部が県試掘坑に切られており、この範囲では撹乱か土坑か落とし穴か判定困難な覆上であ

る。検出時は、長径2,lmの不整円形を呈したが、東側0,6～ 0,75mの範囲は深さ10cm程 で底面にな

り、深掘部の上面は0,9× 1.36mの楕円形になる。東壁中～上位はオーバーハングし、西～南壁は

傾斜が緩い。深さは1.33mで、底面は70× 92cmの 平坦な面である。底面中央には、長径31cm・ 短

径27cmの 柱水があり、裏込めの小礫 5個を検出した。柱穴の掘形から北へ10cmの位置で、挟り入

り刃器 1(182)を 検出した。通常は石器の原材としない非常に硬い珪化凝灰岩の大型剥片を使用

した粗製の刃器であり、獲物解体等に使用したものと思われる。このほか遺構検出面から縄文土器

O           1           2m

小

〃

物

1:淡茶黄色十淡茶灰色微砂質上 (混小礫多量)

2a:暗灰褐色微砂質二十 1

b:淡黒灰色キ暗灰褐色土 (V～Ⅵウ

c:淡茶黄色+暗灰褐色微砂質土 (混礫)

d:2bと 同じ

e:2b+2c
f:2cと 同じ

g:2dと同じ

h:2cと 同じ

3a:淡黒灰色上十Ⅳb粗粒+2c
b:Ⅳb塊+1
c:3bよ りⅣb塊が少ない

di 3aと 同じ

4:淡灰白色微砂(Ⅶ )十 灰色～暗灰色粘質微砂

(混Ⅳb・ 黒灰色土)第17図 SK-27 遺構実測図
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1(181)が、覆土から細片 1が 出土しているほかは遺物が少ないが、縄文晩期前半の落とし穴と

推定する。

SK-30(第 18図 )

Ⅳal層 を10cm程下げた段階で、長径1.90m・ 短径1.34mの不整楕円形として検出した。深さは

1.15mで、北壁中位は狭れる。挟れ部上位～南西攪乱部まで疫土が広がり、円形に近くなる可能性

も残 したが、サブ トレンチで確認するべきであった。底面は30× 56cmの 平坦面で、中央やや北寄

りに、長径22cm・ 短径20cm・ 深さ26cmの 杭穴と5個の裏込め石を検出した。出土遺物は桑ノ木津

留産黒曜石の原石 1点 (長径1541m程の転石)であるが、覆土の土質がSK-27に近似することか

ら縄文晩期前半の落とし穴と推定する。

SK-33(第 18図 )

SK-30の南西約 6mに位置し、Ⅳal層 -20cmで検出した、長径2.06m。 短径1.67mの 楕円形

を呈するプランである。深 さは1.20mで、48× 57cmの 底面がある。中央では、長径28cm・ 短径24

cm。 深さ47cmの杭穴と裏込め石 5個を検出した。疲土から、縄文土器片 5点 と半透明～黒色黒曜

石の風化剥片 1点が出上したが、図化できたのは無い。覆土とで勘案すると、縄文晩期前半の落と

し穴と推定される。なお、 4層上面はやや締まっており、 2次面として使用された可能性がある。

SK-42(第 19図 )

Ⅳa2層掘り下げ時、同時に掘り下げてしまったが、覆土も黒灰色系の締まった土であったためで

ある。長径1.50m・ 短径1.Omの楕円形を呈し、深さは1.16mを測る。底面中央西寄りには、長径

H=2530M

1:Ⅳal層 と同じ

2a:暗茶灰色微砂質土

b:a+淡黒灰色～淡黒褐色上

(やや硬い)

3:暗茶褐色+淡黒褐色土

4:Ⅶ層塊 (混 3層 )

H=2520M

lm

第19図 SK-42・ 45 遺構実測図
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b:Ⅳ b塊十淡茶灰色微砂質土
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21cm・ 短径16cm・ 深さ6 cmの 浅いpitが ある。出土遺物は無いが、覆上の特徴から、縄文前期の落

とし京と推定される。

SK-45(第 19図 )

検出時は、樹根状を呈する攪乱と思っていたが、 5 cmほ ど掘 り下げた段階で、北端部が、長径

1.15m・ 短径 0。73mの不整楕円形を呈 した。深 さは1.38mを 測る。束壁の上半はオーバーハング

し、西壁 もやや膨 らむ。底面の中央東寄りには、長径27cm・ 短径20cm・ 深さ17cmの pitが あり落と

し穴 としての認定根拠とした。覆土は黒灰色系のやや締まった土で、縄文土器片 9と 剥片16が 出

上 したが、図化できたのは縄文土器 2点 (183・ 184)である。剥片のうち 3点 は頁岩の小剥片、

2点は大型礫器の剥片、 9点は黒曜石の小剥片、 1点は小指大の黒曜石原石である。覆土と形態 。

底面のpitか ら、縄文晩期後半の落とし床と推定する。

SK-10(第 20図 )

SK-39に南側を切 られた、長径1,18m。 短径1,03mの楕円形を呈する。検出面から1.22mの深

さで北へ50cm奥 まで 3段落ちる。覆土の上層からは弥生～土師器片99点が出土 しているが、中層

以下では縄文土器片と剥片が出土 し、縄文晩期後半の貯蔵穴の可能性を推定している。縄文土器は

15点 出土 し、 6点 (185～ 190)を 図化し、このほか磨石 1(195)や剥片・小原石が21点 出土 し

ている。

SK-28(第 20図 )

長径1,Om・ 短径0.86mの不整楕円形を呈 し、深 さ59～64cmを測る袋状土坑である。土層的に

は、10～20cmの削失が推定される。覆土はⅣal層類似の上で、縄文土器浅鉢 (196)カミ上層から出

土 している。晩期前半の貯蔵水と推定される。

SK-34(第 20図 )

Ⅳal層 を15cm程掘 り下げ、サブ トレンチを入れた段階で平断面を確認した。長径74cm・ 短径60

cmの不整楕円形を呈 し、深 さは38～ 43cmを 測る。上位～上層では縄文土器片が32点 出上 し、中位

では使用痕のある台石 1(207)カミ出上した。出土遺物から、縄文晩期前半のデポを推定している。

2.弥生～古墳時代

SA-01(第 23図 )

30～ 50cm削平され、一見、不整形である。本来は、円形基調の直径約9.2mの 間仕切 り住居であ

り、外縁は北西部のみ形状を残 し、 SK-06の東側に問仕切 り突出部の先端が遺存する。遺存す

る東西は7.4m・ 南北5.5mを測る。外区周縁部は、幅0.8～ 1.4mを測 り、内区は直径3.7mで 5～ 6

角形を呈 し、 1段 (18～ 25cm)低 くなる。床面には、厚 さ 1～ 5 cmの 灰白色でやや硬い粘質土が

敷かれている。

床面はかなり硬化 し、台石と小炭化材が散在 し、中央やや西寄 りには長径 lmの泥土化した炭

(地床炉)がある。貼床は、厚 さ18～ 33cm施 される。主柱文は4本で、直径18～ 28cm。 深 さ20～

-27-
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la:淡茶黄色微秒質土(混Ⅳb塊少量)

b:la十暗茶褐色微砂質上

cl:淡黄褐色+茶灰色微砂質土

c2:炭泥(軟質)

2a l茶灰色～茶褐色微砂質二十Ⅳb塊十Ⅶ塊

>く 間の上面に灰色粘土(やや硬い)

b:Ⅶ塊(混Ⅳb塊・V～Ⅵ塊少量)

2m

赤色 :内区掘形ラインと炭化材・台石
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第24図 SA-01 出土遺物実測図   221～ 223は 2層出土

58cmを測る。

覆土から、縄文土器片 3点のほか、弥生時代後期～古墳時代前期の上器片が256点、石器・剥片

等21点 がある。台石は北西部 (219)と 中央部 (220)か ら出土 し、後者は被熱・弾けの状況から

鉄床石と断定される。

なお、鉄床石の出土により、地床炉の覆土を採取 して水洗選別したところ、鍛造剥片等は検出で

きなかったが、頭部の半分を欠損した石製勾玉 1(217)を発見 した。

2層からは、弥生後期を主とする土器片95点 と剥片等が 3点出上 している。

SA-02(第 25図 )

東端を農道 (SR-01)に切られ、東西3.2m以上、南北1.97～ 2.20mの 隅円長方形を呈する。 1

層は14～ 22cm遺存 し、東端には、幅68cm。 長さ90cm以上の上坑が伴 う。貼床は、 8～ 19cm施 され

る。主柱文と火処は不明であるが、貼床の存在から、竪穴住居に含めている。

覆土から、土師器片93点 と剥片等 7点が、 2層から土師器片 9点が出土 しているが、図化でき

0                  5cm
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第26図

SA-02 出土遺物実測図

1:淡灰責色砂質土(混Ⅳb塊少量)

2a:1+Ⅳ b塊+Ⅵ I塊

b:2aよ りⅣb塊少ない

第25図 SA-02 遺構実測図

たのは2点であり、遺構の年代を決め難いが、 5世紀～6世紀前半か。

SA-03(第 27図 )

構築当初は、直径7.5～ 8mの 間仕切り住居であり、北辺部と南西隅・南東端に外縁が遺存す

る。南縁は、開墾によって削失している。主柱穴は4本 (Pl～ 4)と 推定され、直径22～ 31

cm・ 深さ22～62cmを測る。

6世紀後半、東西4,Om。 南北4.14mの 方形住居が再建される (SA-03Aと する)。 覆土は26

～40cmで、東壁中央やや南寄りには、長径55cm。 短径52cm。 深さ13cmの土坑が設けられる。主柱

穴は2本 (P5・ 6)で、直径20～ 32cm。 深さ30・ 46cmを 測る。中央やや北寄りには、甕の口縁

部と底部を打ち欠いた土器埋設炉 (242)が あり、外面中位まで焼土がとり巻いている。主軸方位

は、N5°Wである。

当初はA・ Bの重複が判別できず、全体を10cmほ ど掘り下げた際に、縄文土器片 5点のほか、

古墳時代前期の上器片1054点、須恵器片 3点、剥片等20点 を取り上げ (大半はAに帰属する)、

その後、Aの 1層出土品として、縄文土器片 1点のほか、土師器片408点、須恵器片 2点、鉄器 l

点、剥片等13点 を、 2層出土品として、縄文土器片 1点ほか土師器片43点、須恵器片 1点、剥片

等 2点を取り上げている。Aの 1層内、中央やや南寄りで、床面よりも10～ 20cm上位に傾いた状

態で鉄床石 (266)が出上した。上面に被熱と弾け、鍛造剥片が多く見られ、稜も潰れ、顕著な使

用痕がある。Bの出土品としては、 1層から縄文土器片 1点、古墳時代前期の土器片134点 のほか

剥片等 3点がある。 2層からは弥生後期～終末の土器片11点 が出土した。なお火処の覆土を持ち

帰って水洗選別をしたが、小鍛治に伴う遺物は発見されなかった。

図化した土師器片も小破片が多いが、229の様に日縁部が外方へ開くタイプの甕は古墳時代後期

VL24▽

0

L
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第33図 SA-04

303

0       2cm

― (303)

出土遺物実測図

遺存 し、南狽I中央部には東西1.2m。 南北1.4m。 深さ34～38cmの 内区が構築され、 4～ 8 cmの貼床

が施 されている。肩部の西～北～東半部には、炭化材と焼上が多量にあり、被熱と擦痕・稜部敲

打痕のある鉄床石 (305)も 流入する。ただし、床面や壁には明瞭な被熱痕跡が無い。炭化材と焼

土を除去すると、北西寄りの位置で直径22～ 25cm・ 深さ33cmの pit(主柱穴 と推定)を検出した。

従って、炭化材と焼土は、廃絶後の放火によるものと推定される。その際、小型壷 (301)を伴う

祭祀が行われたようである。

覆土から、縄文土器片 5点のほか、弥生後期～古墳前期の土器片221点、須恵器片 1点 (混入

か)、 土製品 1点、剥片等 5点が出土 しているが、小片が多い。 2層の遺物は少なく、弥生後期

～古墳前期の上器片 8点が出土 している。304は小型の台石であり、A面～ 4側面はほぼ全面被熟

し、A面の中央付近～下部と右側面 。左側面下半は黒色に熱変 している。B面はやや平滑で、砥石

的使用が推定される。

SA-05(第 34図 )

検出時は、東西 8m以上・南北 6m以上の歪つな間仕切 り住居として検出した (B)が、最上

層が覆う前に、長さ3.66m・ 幅3,64mの方形住居 (A)が再構築されている。P3は初期 (B)の

柱穴と思われ、火処は不明である。再建時の主柱文は2本 (柱間1,lm)で、直径20～ 22cm。 深さ

32・ 40cmを測る。その中央には、甕の口縁部を打ち欠いた土器埋設炉 (317)が ある。その掘形は

ミ戦|
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第34図 SA-05 遺構実測図
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2層に僅かに達する程度である。

付近床面には、淡灰白色粘質土

る。

A・ B分離前の掘 り込み時に、

覆土は10～40cmあ り、 2層は14～20cmの 厚 さがある。Bの中央

(や や硬い)が敷かれている。主柱束の主軸方位は、 N57° Eであ

1層から縄文土器片10点のほか、弥生～土師器片601点、須恵器

Ⅱa:淡灰色～灰色砂質土

b:Ⅶ塊(混 Ic・ Ⅳb塊 )

c:灰褐色砂質± 1日表土)

〔('~~…

………A、
   369

la:淡黄灰色+淡茶灰色微秒質土

b:茶灰色～灰褐色微砂質土

(混Ⅳb塊少量,Ⅵ・Ⅶ粒・ la土 )

|

鬱 か袋
366
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Ｌ

中0               10cm

第38図 SA-06 出土遺物実測図

II暗灰色砂質土
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片 1点、鉄器 2点 (327・ 339)、 剥片等72点 を、 2層から弥生～土師器片155点のほか、須恵器

片 2点、剥片等13点 を取り上げている。分離後のAの 1層から、土師器片176点 のほか、須恵器片

2点、剥片等12点 を、 2層から縄文土器片 2点、土師器片14点、剥片等 5点を取り上げている。

なお、須恵器の不身片 (SK-37出土品に類似)も 出土しているが、遺物出土状態の写真撮影時

にはすでに紛失している。分離後Bの 1層からは、縄文土器片 5点のほか弥生～土師器片97点、

剥片等13点 を、 2層から縄文土器片 1点のほか、弥生～土師器片18点、剥片等 2点が出上してい

る。

A(長方形住居)の 1層出土品のうち、完形に近い丹塗り高郭 (320)が唯―の床面付近の上器

であり6世紀後半頃と推定される。A・ B混在の遺物 (第 36図上位)の大半は、Aに伴うと思わ

れる。

B本来の遺物は、高邦 (347)と石包丁 (352)で あり、弥生時代後期の所産か。なお、B-2

層として取り上げた丹塗り高郭 (353)|ま混入で、Aに帰属すると思われる。

2m

／
／

′
′ ／
レ

la:茶灰色十淡責褐色微砂質土
b:茶灰色微砂質土
2:Ⅶ層塊十1a(混Ⅳb塊少量)

第39図 SA-07 遺物実測図
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第40図 SA-07 出土遺物実測図

SA-06(第 37図 )

東西3.5m。 南北1.8m以上の隅円方形もしくは長方形である。覆土は、厚さ40～ 46cmを測る。 2

層は10～24cmの 厚 さで、締まりが弱い。底面南側に、直径22cm・ 深さ36cmの 柱水 1を検出してい

る。

覆土から、縄文土器片19点 のほか、土師器片306点、須恵器片 1点、剥片等 7点、土器片加工

円盤 1点 (369)が、 2層から、土師器片 2点と剥片等 2点が出上 している。須恵器を伴 うことか

ら、 6世紀末～ 7世紀前葉の時期と推定される。

SA-07(第 39図 )

東西4.44m。 南北5.32mの範囲が遺存する円形基調の間仕切 り住居である。北側と南側に間仕切

りの名残がある。疲土は 2～ 6 cm遺存 し、土層的には40cm以上の削失が推定される。これには外

区を含むことが推定される。中央部には、長径56cm・ 短径40cm・ 深さ10～ 16cmの上坑があるが、

炭や焼土は検出されない。 2層は4～20cm施 され、中央付近や西側は土坑状掘 り込みがあるが、

機能していない。主柱文は、不明である。
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疫土から、縄文土器片 1点のほか、弥生～土師器片294点、剥片等13点が、 2層から縄文土器片

5点のほか、弥生～土師器片54点 、剥片等23点が出土 している。遺物は小片が多く、特筆すべき

ものは無い。年代の決め手に欠けるが、古墳時代前期前葉か。

SA-08(第 41図 )

09号住居を切り、南側は lm以上削平されているために遺存していない。推定直径10.Omの円形

la :淡黄褐色+淡茶灰色微砂質土

bl:aと 同じ(混Ⅳb塊少量)

b2:bl+Ⅶ +Ⅳb塊

c:暗茶灰色微砂質二十Ⅶ十Ⅳb塊

2 :Ⅶ塊+lc

１

　

卜．ｒ
Ｌ

2m

ア :茶褐色～暗茶褐色微秒質土

第41図 SA-08 遺構実測図
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第42図 SA-08 出土遺物実測図

を呈 し、北東部に僅かに間仕切りの名残がある。西～北中央の掘形から0.5～ lmに は、幅30～ 40

cm。 深さ3～12cmの初期の壁溝が遺存する。東側 1/31ま 、当初の掘形のままである。拡幅部分は、

ベッド状遺構として、 1段高くなっている。Plは 2層上面から掘 り込まれており、拡幅時の柱穴

と推定される。P2は浅く、主柱穴ではないかもしれないが、 4～ 6本柱の建物と思われる。覆土

は30～ 36cm、 2層は 8～ 15cmの厚 さがある。

覆土から、縄文土器片19点のほか、土師器片270点、剥片等21点が、 2層から縄文土器片 8点の

ほか、土師器片75点 、剥片等16点が出上 している。小片が多く、図化できたものは僅かである。

高郭 (390)等から、 5世紀代と推定する。

SA-09(第 43図 )

開墾によって30cn程の削平を受け、南縁も削失 しているが凡そは把握できる。東西約 8m。 南

北約 7mの円形基調の間仕切り住居で、内区は3.1× 4.5mの楕円形を呈 し15～32cm低 くなる。主柱

穴は4本であるが、位置と数量から、 2～ 3回の建替があったと思われる。疫土は 5～45cm遺存

し、 2層は、 8～ 34cmの 厚 さがある。南側中央には、掘形を伴 う河原石17個が据え置かれた状態

で出土 しており、廃絶後の 2次的利用がみられる。河原石の半数は被熱 し、うち 1例 (468)に は

弾イナがみられる。

覆土から、縄文土器片62点のほか、弥生～土師器片1460点 、三角形の鉄片 (455)1点、打製石
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斧・擦石・敲石 (462・ 463・ 465。 466)、 剥片等200点が、 2層から縄文土器片 3点のほか、弥

生～土師器片860点、碧玉製管玉 (461)、 剥片等36点 が出土 している。近世後半以降の座棺墓 S

K-11か ら出土した鉄鏃の茎部 (第 9図 -57)は、当住居に帰属する。

419は、弥生時代終末の高郭を蓋に転用 した土器であり、住居の年代を示 している。甕の底部

(424)や 高邦 (435～ 444)等、主として弥生時代終末～古墳時代前期前葉と思われる。鉄床石

(464)と 三角形の鉄片の出土は、小鍛治を想定させるが、鍛造剥片等は未検出である。管玉は、

深緑色の良質な碧玉製と思われるが、流れ込みである。

SA-10(第 48図 )

地層的には、北半部では40cm程 の削失が推定され、4.7× 5m程が遺存する。西辺南寄 りには

突出部が、東部中央には、突出部的な掘 り残 しがある。覆土は30～ 52cmが 遺存 し、中央部は 1辺

2.28mの 方形に18～ 24cm低 くなる。 2層は、厚 さ6～26cmを 測る。主柱穴に注目すると、 2本柱

(Pl・ 2)か ら4本柱 (P3～ 6)への建替が想定される。 2本柱は直径22～ 31cm・ 深 さ44cm

を測り、 4本柱は直径18～ 26cm・ 深さ25～53cmを測る。

覆土から、縄文土器片67点 のほか、弥生～土師器片867点、砥石 (527)や剥片ほか29点 が、 2

層から弥生～土師器片105点、剥片等H点が出土 した。 la層出土遺物は全て流れ込みで、507や

508の鉢類は新 しい要素である。 lb層出上の遺物の多くは床面に近く、住居の廃棄年代を示す

が、514の甕や520～522の小型壺類から、古墳時代前期と推定される。砥石の主要面には著しい光

沢がみられる。なお、排土中からガラス小玉 1(536)を 採取 しており、当住居に帰属すると思わ

れる。

SA-11(第 52図 )

県試掘坑を掘り上げ、埋没住居中央の凹みに溜まった古代～中世前半の黒～灰色系の最上層 (1

al・ a2層)を掘 り下げ、周辺も含めたⅣal層 を掘 り下げ、サブ トレンチを多用した結果、直径10m

前後の問仕切 り住居状のプランが不明瞭ながらも検出された。さらに10cm程を掘 り下げると、南

2ヶ所に突出部のある円形住居が明瞭に検出できた。 la層からは、縄文土器片155点のほか、弥

生～土師器片276点、剥片等31点が出土している。

問仕切 り状の外縁部は貼床 もみられず、自然の造形 とみなした。本質的には、長径7.20m・ 短

径6.80mの円形を基調とする住居であり、南西に幅0.8m・ 深 さ6 cmの 小突出があり、1.34m隔 て

て、幅1.75m・ 深さ4～ 6 cmの 突出部があり、両方とも貼床と硬化面は無いものの、出入口的機能

が推定される。外区は、1.2～ 1.5m幅で一段高い。内区は、直径4.5～4.7mの 円形で、10～20cmの

深 さがある。中央には直径 lmの混炭土があり、地床炉と思われる。主柱穴は4本 (Pl～ 4)

で、直径30～ 50cm。 深さ42～92cmを測る。P5・ 6は深さ30cmで、補助的柱穴の可能性がある。

覆土は 5～40cm、 2層は10～26cmの 厚 さがある。 2層の最上位には、やや硬い淡灰色混砂粘質

土が使用され、締まった床面になっている。P2の東 lmには、同類の粘質上が空洞部に取り巻い

た状態の木痕があり、粘質土を採取・利用した可能性がある。
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lal:淡黄褐色～淡茶黄色微砂質土

a2:al+暗灰褐色微砂質土

bl:alと 同じ

b2:淡灰色～灰色微砂質土 (やや堅い)

c:黒色炭土

2a:Ⅶ塊+Ⅵ塊 (混Ⅳb塊少量)

上面は橙褐色鉄分混じりで堅い

biaよ りⅥ塊多い

第43図 SA-09 遺構実測図
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lal:淡黄褐色+淡茶灰色微秒質土(混Ⅳb塊～粗粒微量,以下全層)

a2:茶褐色十茶灰色微砂質上
a3:茶灰色+淡茶黄色微砂質土(混炭片少量)

a4:灰褐色十淡茶責色微秒質土

a5:4と 同じ

a6:同 上(やや硬い)

bl:Ⅶ層塊十灰褐色微砂質土

b2:淡黄褐色～淡茶黄色微砂質土

b3:a5と 同じ

2 :Ⅶ層塊(混 lb2■ )

第48図 SA-10 遺構実測図

出土遺物も多く、覆土から、縄文土器片161点 のほか、土師器片693点、砥石 1点 (573)、 剥片

等47点が、 2層から弥生～土師器片16点 と剥片等 4点が出上している。台石 (574)|よ、南側の内

外区の境において床面よりも2～ 6 cm上位で出上している。小型壷 (563～567)や高邦 (570)か

ら、古墳時代前期後半の4世紀後半頃と推定される。

SA-12(第 55図 )

11号住居と同様の黒灰色～暗灰色土が直径 4～4.5mに広がっており、竪穴住居の存在を明示

していた。この la層 とⅣal層 を剥ぎ、遺構検出に努めたが、検出困難な遺構と判明したことから

サブ トレンチを多用し、面的掘り下げも実施したところ、 6× 7m程の方形基調の問仕切り住居

(A)を検出した。 la層からは、縄文土器片10点のほか、弥生～土師器片13点、剥片等 3点が出
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上 している。

lb層 を掘 り下げた段階で、長さ3.8～ 4.lm・ 幅3.1～3.34mの 隅円長方形プラン (B)を 検出

し、建替を認識した。 Aの覆土は10cm前後で、 Bは lb・ c層が26～ 56cmの 厚 さがある。床面中

央部はやや堅く、直径60～80cmの炭粒を伴 う地床炉を検出した。 2層は4～20cmの厚 さがあり、

南側が厚い。 2層除去後に柱床を検出し、Pl。 2の 2本柱が初期の間仕切 り段階で、P3～ 8が

再建時の 6本柱と想定したいが、Plは 6本柱の棟持柱的位置にあり、P2と の軸は間仕切り住居

段階の主柱穴 とは言えない。北と北西部・東中央部の段落ち (C)は不自然であり、 Pl。 4・

2・ 8を主柱床 としたBの前段階の、4.2× 5m程の隅円方形住居を想定 したほうが構造が理解で

きる。P3～ 8は、直径16～ 24cm。 深 さ10～ 24cmを 測る。P6は 3個のpitが重複 し、南から、

抜き取 り束・B段階 (6本柱)・ A段階の主柱穴と推定 している。 Bの主軸方位は、 N27°Wであ

る。

出土遺物は少なめで、A・ C住居内からは殆ど出土せず、大半がB住居からである。覆土から、

縄文土器片134点のほか、土師器片126点、剥片等27点 が、 2層から縄文土器片 8点のほか、弥生

～土師器片 5点、剥片等 4点が出土している。598の台石は若千の弾けがみられ、鉄床石の可能性
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3m

bl:淡黄褐色十淡茶黄色微秒質土

b2:同上 (混淡灰色～暗灰色土)

b3:淡茶黄色+茶灰色砂質上

(混小礫やや多い)

lb4:b3と 同じ (混灰色～暗灰色土)

b5:同上 (混Ⅳb塊少量)

cl:lb2+暗 灰色～淡黒灰色土 (軟質)

c2:黒褐色～暗灰色土

第52図 SA-11 遺構実測図
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がある。廃絶時の年代は決め難いが、小型壷 (589)や高邦 (594)か ら、 5世紀前半頃と推定す

る。

SA-13(第 57図 )

攪乱とⅣal層 10cmを 掘 り下げた段階で検出した。長径4.10m・ 短径3.80mの円形を呈 し、覆土

は14～ 38cmの 厚 さがある。床面中央南寄 りには、貼床施工時に長径60cmの 不整楕円形を呈 した深

さ10cmに整形 した炉があり、炭片を大量に含んでいた。疫土は10～ 40cm、 2層は 5～ 14cmの厚 さ

で、主柱穴は検出されなかった。

覆土から、縄文土器片21点のほか、弥生～土師器片25点、砥石 1(607)、 剥片等 7点が出土 し

ているが小片が多く、図化できたものは少ない (第 58図 )。 小型壼 (604)か ら、弥生時代終末～

古墳時代初頭と推定される。

Ⅳｃ
Ⅵ

淡褐色粘質土

淡褐色+茶褐色粗細砂

la:淡茶黄色微細砂質土

bi淡茶黄色～淡黄褐色微細秒質土

c:a+茶灰色微細砂質土

d:暗灰色土+a
le:lb+灰 色～暗灰色土

2 1Ⅳc+lb

2m 解
第57図 SA-13 遺構実測図

SA-14(第 59図 )

溝状遺構と開墾削平により、西半分の基底部が遺存 していた。南北4.lm・ 東西1,7m以上の円形

基調の問仕切 り住居である。北東隅と西辺中央部に突出部がある。覆土は 2～20cm遺存 し、土層

的には40cm程の削失が推定される。厚 さ2～ 26cm施 された 2層除去後に主柱穴 2本を検出し、配
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第58図 SA-13 出上遺物実測図

置的には4本柱であったと

推定される。主柱床の規模

は、直径22～ 29cm・ 深 さ

43・ 48cmで ある。

覆土から、弥生～上師器

片72点 と剥片等 2点 が、

2層から縄文土器片 2点 と

弥生～土師器片 10点 が出

上 している。遺物は小片が

多く、図化できたものは少

なとヽ (第60図)。 608の甕

から、古墳時代前期初頭と

推定する。

1:暗茶褐色土

2:1+Ⅳ b塊+Ⅶ塊

:暗茶褐色+淡黄色砂質土

β :暗茶褐色十淡黄褐色土

γ:茶褐色+淡黄褐色砂質土

第59図 SA-14 遺構実測図
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鰻た4惟 Ⅷ
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0

第62図 SA-15 出土遺物実測図

SA-16(第 63図 )

覆土は遺存せず、開墾

による5 0cm程 の削失 と

県試掘坑深掘による削失

とで、遺存状態が悪い。

現状では、直径 5。24m以

上の間仕切 り住居としか

言えない。床面も削失 し

ているが、 2層 が 8～

20cm遺存す る。主柱穴

と火処は不明である。

試掘の際、覆土から土

器片 4点が出上し、本調

査の 2層から、縄文土器

片 13点 のほか、弥生～

土師器片 10点、剥片等

7点 が出土 している。

619の甕底部は、試掘の

際、 1層から出土 してい

る。620の壷は本調査時

の 2層出土である。弥生

時代終末～古墳時代前期

である。

饉 =羽

H=                            _

第63図 SA-16 遺構実測図

―

1  2:淡 茶黄色砂質土(混Ⅳb粗粒微量)

10cm
620

第64図 SA-16 出土遺物実測図
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SK-20(第 65図 )

10号住居の西2.6mに位置した、長径4.12m。 短径1.18mの楕円形土坑である。深 さは20～ 32cm

を測るが、土層的に40cm以上の削失が推定される。

覆土から、縄文土器片 8点のほか、弥生～土師器片16点、剥片等10点が出上している。

SK-29(第 66図 )

12号住居の4.5m北西に位置 した、長径2.24m・ 短径1.75mの 不整楕円形を呈する。深さは52～

60cmを測 り、北西～西壁はオーバーハングする。

覆土から、縄文土器片38点のほか、弥生時代終末～古代土師器片170点、剥片等17点 が出土 し

た。

SK-31(第 66図 )

12号住居の2.5m北西に位置した、長径86cm・ 短径68cmの不整楕円形を呈する。深さは、28cmを

測る。疫土から、縄文土器片13点 と剥片等 2点が出土しているが、古墳時代の可能性が高い。

SK-35(第 66図 )

11号住居の7m北に位置した、長径2.13m。 短径1.36mの不整楕円形を呈する。深さは15～30cm

を測るが、底面は凹凸が激 しく、Ⅳ b層の塊を主とする覆土は、掘削後ほどなく埋め戻されたよう

である。覆土から、縄文土器片 8点のほか、弥生時代終末～古墳時代前期の土師器片17点、石匙

(635)や剥片 5点が出土している。

SK-37(第 65図 )

05号住居の1.5m南東に位置した、長さ2,Om・ 幅1.32～ 1.75mの半円半方形土坑である。深さは

30～ 36cmで、 lb層 と2層の層界が明瞭であるが、硬化面は無い。覆土から、縄文土器片 7点の

ほか、弥生～土師器片203点 、須恵器片 2点、土器片加工円盤 1点 (639)、 敲磨石 1点 (640)イま

か、剥片等11点が出上している。 6世紀末～ 7世紀前半の用途不明土坑である。

SK-39(第 65図 )

05号住居の南東に位置 した、東西約2.6m・ 南北 lm以上の規模であるが、平面プランは不明で

ある。深さは40cm程で、 2・ 3層が貼床の可能性を残 し、05号 B住居の一部かもしれない。夜土

から、縄文土器片 3点のほか、弥生～土師器片12点、剥片等 3点が出上 しているものの、図化に

耐える遺物が無い。

SK-41(第 65図 )

16号住居の 3m北に位置した、長径1.15m・ 短径 0。 8mの不整楕円形を呈する。深さは15cmで あ

るが、土層的には40cm以上の削失と判断される。覆土から、縄文土器片 2点 と剥片等 4点が出土

しているが、図化に耐える遺物が無い。

SK-43(第 67図 )

05号住居の3m北東に位置した、長さ2.22m・ 幅1.53mの片側小口付設土坑である。最深部は深

さ35cmで あるが、土層的には40cm程の削失と推定される。覆土から、縄文土器片 8点 と土師器片
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1:暗茶灰色十淡茶褐色微砂質土(混Ⅳb粗細粒少量)

2:淡茶灰色+淡褐色微砂質土(混Ⅳb粗細粒少量)

1:灰褐色～暗茶灰色微砂質土(混Ⅳb粗粒微量)

Ⅳb H=25280M

la:淡茶褐色+灰褐色微砂質土
b:淡黄褐色十淡黄灰色微砂質土
c:淡黄褐色+淡灰褐色微砂質土
2:lc+Ⅳ b塊少量
3:Ⅶ (淡黄色砂質土)+灰褐色砂寮土

lm

（嘲
聴
ぷ
や
≧
蝉
ヽ
出
＋
幽
澤

¨
［

（嘲
へ
烈
翼
や
と
騨
）凹
聟
＋
ｏ
¨
や

（嘲
釜
ぷ
や
≧
騨
）鵞
露
さ
岬
熙
思
卜
＋
ｕ
熙
≪
潟

¨
習

ヘ
ワ

第65図 SK-20・ 37・ 39・ 41 遺構実測図
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H=25540M

la:淡茶黄色微砂質上

(混Ⅳb粗粒微量,炭粒少量)

b:淡茶黄色十淡黄褐色微秒質土

2a:lb類似(混Ⅳb塊微量)

/  bi淡 灰色～灰色+淡責褐色微砂質土

(混炭粒少量)

3:淡茶褐色～淡茶責色微砂質土

(混炭粒・Ⅳb塊微量)

4:Ⅳ b・ V塊+3層
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1:淡灰黄色微砂質上(混炭粒微量)

第66図 SK-29・ 31・ 35 遺構実測図
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1点、剥片等 9点が出土 しているが、図化に耐える遺物が無い。

SK-44(第 67図 )

43号土坑に切 られた、長さ3,7m以上 。幅 0。9～ 2.4mの歪つなプランとして検出したが、底面と

土層からみると3～ 4基の重複 とみなしたほうが良い。深 さは 4～ 30cmで あるが、50cm程 の削失

と思われる。覆土から、縄文土器片39点のほか、土師器片146点 、剥片等36点が出上 している。

1:淡茶褐色十淡黄褐色微砂質土

(混Ⅳb塊少量)

2a:淡茶灰色～淡黄灰色微砂質土

b:淡灰黄色+淡黄色微細砂

α :2a+炭 粒多量(攪乱)

―

キ

ー

ー

ー

ー

‐

‐

1:茶褐色+暗茶灰色微細砂質土
2:茶褐色～淡茶黄色微細砂
3:茶褐色～淡黄灰色微細砂

4:淡茶褐色微砂質土(混Ⅳb塊少量)

5:4+灰褐色微砂質土

0          1m

＼_世七____//

―

―

―

―

―

―

‐

‐

H=25320M

第67図 SK-43・ 44 遺構実測図
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SK-36(第 68図 )

11号住居の 2m北西に位置 した、長 さ2.2～ 3.4m。 幅1.6～ 1.9mの不整台形 を呈する。西壁は

風倒木痕土層で、下3/4がオーバーハングする。深 さは84～ 92cmで ある。覆土の中～下層 (3a～ i

層)は人為的埋め上であり、底面の灰白色粘土は竪穴住居の貼床に使用している粘土であることか

ら、粘土採掘穴 と推定 される。夜土から、縄文土器片28点 と、土師器片 2点、剥片等10点 が出土

している。年代は決め難いが、 5世紀代か。

ｍ

０

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

１

ｒ

酎

田

酎

剛

田

田

酎

酎

ＩＩ

Ｌ

H=25540M

1:Ⅳal層 と同じ

2a:Ⅳ b塊+1
b:Ⅵ塊+1
c:Ⅳ b塊+1
d:Ⅵ塊(混 1)

e:Ⅶ塊

f:1と 同じ

g:Ⅳb塊(混Ⅵ塊)

h:Ⅵ塊+Ⅳb塊

i:eと 同じ

,:Ⅶb塊

k:Ⅶ塊+1
1:Ⅵ塊+Ⅶ塊(混Ⅳb塊 )

mi Ⅶ塊十Ⅵ塊

3a:Ⅳ b塊十Ⅵ塊(混 1)

b:1と 同じ

ciⅦ塊(混Ⅳ・Ⅶ塊)

d:1混Ⅵ塊

e:1層十Ⅵ塊

f:1混Ⅵ塊

g:1+Ⅳ b塊

h:Ⅳb塊 +Ⅵ・Ⅶ塊

i:Ⅵ塊十茶灰色土

i:Ⅵ塊+Ⅶ塊

第68図 SK-36 遺構実測図
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第69図 SK-20・ 29・ 35。 37 出土遺物実測図
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第70図 SK-37・ 44・ 36 出土遺物実測図
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3.古代

SK-09(第 72図 )

主軸を南北方向 (N4° W)に とる、長

さ2.Om。 幅0.48～ 0,56mの 不整隅円長方

形を呈 し、深 さは30cm内外を測る。両小

日の第 3層の存在と、底面壁沿いの深さ3

～ 5 cmの凹みから、木棺墓を推測させる。

人骨は遺存していないが、北側の方が若千

幅広いので北頭位と思われる。北端中位に

おいて、大皿 3枚 (657～659)と 中皿 3

枚 (660～ 662)・ 小皿 1枚 (663)のほ

か、白磁片 (664)が 出上しており、棺蓋

上での供献と推定される。白磁の年代か

ら、12世紀後半頂と推定される。

第71図 SK-36 出土遺物実測図 (2)

la:灰褐色土

b:la+淡茶責色土

2:淡茶黄色+茶灰色微細質土(混Ⅳb層塊少量)

3:淡黄褐色+淡茶仄色微細砂質土

lm

α:淡茶灰色を淡灰褐色微砂質土

第72図 SK-09 遺構実測図
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SK-40(第 73図 )

V区南東部を拡幅 した際、南北80cm以上・

東西50cmの 範囲に焼土が厚 く堆積 しており、

深 さ9～ 13cmの 掘 り込みを確認 した。周辺に

は主 として古代の土師器片20点 あまりが散在

しており、土器焼成上坑の可能性がある。

ｔ

ｉ

ｌ

Ч

第73図 SK-40 遺物出土状態 。遺構実測図
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4.近世後半～近現代

SB-01(第 75図 )

梁行 1間 (3.9～ 4.0

m)、 桁行 2問 (4.25～

4.33m)の掘立柱建物跡

で、上部20～ 50cmを 削

失している。柱友の規模

は、直径 45～ 60cm・ 深

さ84～ 118cmを 測 る。南

桁の西方 には深 さ93cm

の柱文があるが、対置す

べ き北桁部 には無いの

で、関連性は低い。主軸

方位は N75° Eで ある。

北西隅の柱穴 か ら、 18

世紀～幕末の南九州産の

陶器 (第 8図 -24)が

出土 している。

SB-02(第 75図 )

01号建物の6.5m束 に位

置 した、梁行 1間 (2.95

m)、 桁行 2間 (3.88～

3.94m)の 身舎 の南西

面に幅半問 (0.8～ 0。 95

m)の 廂 が付 く。柱文

の規模 は、直径 45～ 56

cm。 深 さ45～ 108cmを 測

り、南桁 2基の柱京が浅

い。廂 の柱床 は、直径

20～ 45cn・ 深 さ34～43

cmを測る。主軸方位は、

N75° Eで ある。南桁中

央の柱穴から、寛永通宝

(第 8図 -25)が 出土

(SB)

区中央部Ⅳa層断面,SB-01～03 遺構実測図
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している。

SB-03(第 75図 )

02号建物の東 3mに位置 した、梁行 2間 (3.90m)・ 桁行 2間以上の掘立柱建物跡で、北西面

30cmと 南西面75cmは 1段掘 り下げられている。柱穴の規模は、直径21～ 35cm。 深 さ36～ 56cmを 測

る。主軸方位は、 N67° Eで ある。覆土は灰色で、最も新しい近現代の建物跡である。

第 4章 まとめ

狭長な 2条の緩斜面を調査 した結果、対岸の天神免 。岡松遺跡と同質の集落であった。以下、年

代を追ってまとめておく。

縄文時代前期 滑石を多く含む曽畑式上器片微量と蛇紋岩製石斧が出土 し、 I区で当該期の落とし

穴 1基を検出したほかは顕著でない。

中期 滑石を多く含む阿高式土器片 1点のみの出土。

後期 出水式・北久根式・西平式上器の小片が少量出土。

晩期 前半の天城式を主 とする黒色磨研土器が広範囲に出土。底面中央に杭pitを 有する

落とし穴 4基 と貯蔵束 1基を検出。

後半、刻目突帯文土器と打製石斧が少量出土 し、陸稲や畑作等の生産地となったか。

弥生時代終末 間仕切 り住居を構築 して定住。鉄床石など、小鍛治を想定させる遺物も出土。

t   (SA-01・ 03B・ 05B・ 07・ 09。 10・ 12・ 14・ 16)

古墳時代前期
円形住居 (SA‐08・ 11・ 13)

中期

後期 03A・ 05A 住居内に土器埋設炉を有する方形 。長方形住居を構築。

平安時代前期 土師器と黒色土器が微量出土。

末期 木棺墓 1基

近世後半   座棺墓

～近代   掘立柱建物 3棟、溝状遺構 (一筆境か)

縄文時代前期から食糧獲得域としての形跡があり、晩期前半に遺構・遺物が集中する。弥生時代

初頭から後期前半までと奈良～平安時代初期 。中期、中世～近世前半には断絶があり、弥生時代終

末～古墳時代初期の間仕切 り住居を営む段階がピークである。竪鬼住居と土坑との相関は不明瞭で

あるが、 SA-05Aと SK-43、 SA-12と SK-29は関連が強い。また、 SK-36は、円形住

居の貼床の粘土採掘坑と推定 される。
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表 1 出土 1 縄文土器 弥生土器 土師器 須恵器 黒色土器

出土地 種類 器種
(Ⅲ 調

胎  土 焼成
色 調

備  考
口径 器高 外面 血 内 扁

第8区
1

I区 攪乱 縄文土器 深鉢 工具ナデ 会い工具ナラ 滑石やや多ヽ 艮 淡橙褐 暗灰褐

2 Itt SD港甲東
縄文土器 深鉢 工具ナデ 工具ナデ 微細砂微量 良 央桃橙～淡黄猶 疑茶黄～暗茶う

3 I区 Ⅳaュ層 縄文土器 深鉢 擬似縄文 粗工具ナデ
和 細 1

汀、灌  在
少ヽ 量

灯石微 畳
良 た灰黄～淡茶か

4 I区  Ⅳ正 文土 鉢 王旦 ナデ 工具ナデ 良 艮 1褐

5 I区 Ⅳal層 縄文土器 深鉢 粗工具ナデ 工具ナデ
Itttf腔似重
滑石やや多い 良 暗灰褐 暗茶褐 内面 :被熱

6 I区  Ⅳ al 支十器 深  ( 工具ナデ 工具ナデ 資～淡茶琶

7 I区 Ⅳa層 縄文土器 浅鉢 工具ナデ
工具ナデ
～半ミガキ

似測砂

角閃石少量
良 暗茶掲 淡褐 旨茶褐～淡黒5 被熱

T仄 Ⅳ 縄文土器 深鉢 4■ ミガキ ミガキ 微 rm, 屋 開学ち 茶灰～陪灰褐

9 I区  Ⅳal層 縄文土器 深鉢 勺45( 粗工具ナデ 工具ナデ 白色粒
角閃石少量

良好 淡黄褐～灰褐 淡褐

I区 Ⅳal層 縄文土器 浅鉢 工具ナデ
「 寧工具ナラ 似測砂

角閃石少量
良好 炎茶褐～淡茶

"
淡灰黄～淡黄

11 I区  Ⅳa層 縄文土器 深鉢 旬40(

キミガキ～
電工具ナデ^

工具ナデ
工具ナデ

微細砂
角閃石少量

良 淡黒灰 炎灰黄～淡灰″

I区 Ⅳal層 縄文土器 深鉢 工具ナデ
「 寧工具ナブ 隊紗 少 重 、 租 測 り

角閃石少量
良 茶褐～暗茶褐 曽灰褐～暗茶″

13 I区 Ⅳal層 土師器 甕 [具 ナデ→′ ケヽ
色
色

自
褐茶 テ糾 ヨ 良 茶褐 淡茶褥～淡褐

14 I区  Ⅳal層 土師器 甕 [具ナデ～ノ 工具ナデ
日BFf・

本 想 名 対 小 魯 良 茶褐～暗茶褐 茶褐～淡黄褐

I LX Ⅳal 土帥器 邪 工具ナデ 茶褐色粒微量 良 沸昔揚～ 茶褐～ 熱

I区 Ⅳal層 土師器 蓋 工具ナデ 半 ミガキ
駅榊 rrJ/ 余衡日種少重、

ァト灌糾ヨ 良
余炊～晴余殊

`黒斑
曹茶褐～淡黒う

17 I区 Ⅳal層 土師器 甕 工具ナデ 工具ナデ

韓蜘
良 黄褐～淡茶褐 炎茶褐～淡灰″ 内面 :オ コゲ少量

I区 Ⅳal層 土師器 甕 粗工具ナデ 半ミガキ 微細砂少量、白色
対 。本 拐 有 対 紺 暑 良好 淡橙～淡黄 淡黒灰

I区 Ⅳal層 土師器 甕 粗工具ナデ 工具ナデ 吹XIH抄  日色種少重、

茶褐色粒やや多い
艮 暗茶灰～淡黄 淡茶褐

Itt SD 03 土師器 高郭 ミガキ ミガキ 屋 ソ奔 j 茶・淡橙宰 丹塗 り

Itt SD 03 土師器 邦 ナ デ 工具ナデ
葬

荏白

色

ヽ

褐

量

黒 :褐色粒少
粒微量

Pやあまt 淡褐～褐 淡黄～褐
医部 :ヘ ラ切 り→

丁 目十 デ

Itt SD-05の 東
土師器 娩 ナデ ミガキ 茶褐色粒微量 艮

淡褐～淡茶褐
・料k堀 淡黄褐 蚕部 :ヘ ラ切 り痕

I区  Sp_03 黒色土器 娩 カ 工具ナデ ミガキ 良 Pやあまヤ 淡黄褐 淡黒灰

再9必
Ⅱ区 SK 23 縄文土器 深鉢 擬似縄文 工具ナデ

似 謝 紗
角 門 万 小 暑 良 央茶黄～淡茶か 炎橙茶 暗灰コ

Ⅱ区 ] 深 工具ナデ 工具ナデ 「為

Ⅱ区 S爆

'上

縄文土器 深鉢 工具ナデ 工具ナデ 微砂少量 良好 灰褐～暗茶褐 炎茶褐 .淡黒膨

・ tt S全議1面 縄文土器 深鉢 工具ナデ 工具ナデ
似測紗・

角関石統 畳
良 淡橙～淡黄 淡橙～淡黄

3 Ⅱ区 ] 深 鉢 工具ナデ 工具ナデ 微 褐 褐 ～淡琶

I区 昇甲怒翠 土師器 台付鉢
「 寧工具ナラ

「 寧工具ナラ 亦狗色 黒倫色

白色粒微量
良 唆橙褐 淡黄葎 橙褐 淡茶褐

Π仄 土師器 小型甕 工具ナデ 工 きナデ 微細砂やや 長 黒 灰

Ⅱ区 <03) 土師器 鉢 ミガキ ミガキ 良 長 災赤茶～明茶雅 炎黄灰～淡灰お 脚絲肘肺Ⅱ区 <03> 土師器 島 l‐IN ミガキ 半ミガキ !府 /1/N畳 Pや あ支ヤ 賠 場 淡褐～橙褐 外面 :丹塗 り

Ⅱ区 (03> 土師器 高郭
ミガキ

(ヨ ヨ→タテ
工具ナデ 黒褐色粒少量 良 専赤茶～淡赤刷 暗灰～灰 外面 :丹塗 り

Ⅱ区 Ⅱ層 須恵器 魃 ナデ 工具ナデ 良 艮 淡黒灰
除 殊  器 掏

`下

望 :白 燃紬ヽ やや歪つ

弔lυ泌

50
Ⅲ区 S巻泥ε皆

の
縄文土器 深鉢 工具ナデ 条痕

微細砂やや多セ

小礫少量
良

暗灰～淡黒灰
淡黄

暗灰～淡黄灰

Ⅲ区 撹百L 縄文土器 深鉢 条戻 ミガキ 似 測 炒 ・

小礫微量
良好

貢褐～淡茶褐
～灰掲

炎黒灰～淡黄お 被熱

Ⅱ区 Ⅳ ■追而器か 工具ナデ ] 蒸ナデ 茶ネ 霊～淡
'

～淡秦褐

Ⅲ区 攪舌L 弥生土器 甕 工具ナデ 粗工具ナデ
日色種

茶褐色粒微量
良 黄褐～淡黄 暗灰～淡黄

Ⅲ区 排土 土師質土器 皿 片デ→工具ナラ ナデ 茶褐色粒少量 良 淡灰～淡黄白 淡黄褐
古代、被熱

底都 :糸馴 め

再11必
Ⅳ区 SK 44 縄文土器 浅鉢 粗 ミガキ

I学生具 アア
・工具ナデ

微細砂微量 良 茶褐～淡黒灰 茶橙～淡茶褐

Ⅳ区 I Ⅱ層 縄文土器 浅鉢 工具ナデ 条痕 微細砂少量 良 暗茶褐 淡茶褐
彼 烈

内面 :補修孔

Ⅳ区 Ⅲ層 縄文土器 深鉢 工具ナデ 半ミガキ 微細砂・角閃石少
量、白色対微量 良 茶褐～暗茶灰 暗茶灰～淡茶″

Ⅳ区 SK 縄文土器 深 鉢 工具 ナデ 工 J ナ デ 角閃石少量 良 炎橙褐～淡茶4 褐

vtt S毛菅
上

縄文土器 鉢 粗工具ナデ
「 写工具ナテ

傲糾砂少
4H秒級進

良 淡責灰～灰褐 暗灰～淡茶褐 被熱

Ⅳ丞 Ⅳa 深 鉢 下旦 ナテ 工具ナデ 粗砂・角閃石微量 艮 場 (褐～曙灰褐

Ⅳ区 SK 39 縄文土器 深鉢 工具ナデ 工具ナデ
細砂多量

粗砂・茶褐色粒
黒褐色粒少量

良 淡橙褐～茶褐 ヒ灰褐～淡茶整

Ⅳ区 Ⅲ b層 土師器 弩 半ミガキ 工 ナ デ 少 畳 解 矛～暗茶褐 茶褐

Ⅳ区 Ⅱ b層 小生土器カ 甕 工具ナデ 工具ナデ
日色粒  余倫 色 枢

少 量 、微細 砂  角

閃石微量

良 茶褐～淡褐 炎橙褐～淡責禁

Ⅳ区 Ⅳ 十師繋 ハ ケ エ 惑ナデ 自

Ⅳ～V区
Ⅲ・Ⅳ a層

弥生土器 甕 工具ナデ 工具ナデ 細砂やや多い

茶褐色粒少量
良 茶褐～淡褐 褐～淡褐

ⅣⅨ Wn層 土師器 甕 工具ナデ エ きナデ 長 掲～淡責褐

層
区

ｎ

Ｖ

Ｗ
”　
・

Ⅳ

Ⅲ
土師器 甕 勺45( 工具ナテ 工具ナデ 白色粒 茶褐色粒

少量、小礫微量 良好 淡褐～淡茶褐 淡黄褐 古代
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2 2 縄文土器 弥生土器 土師器 手捏ね土器 須忘器 黒色土器

NO 出土地 種類 器 種
微 (mH, 調

胎   土 焼 成
色   調

備   考
日 4 氏 器 i 面 面

仕
層

ＳＡ
Ⅳ

区Ⅳ 土師器 甕 工具ナデ 工具ナデ
倣細炒 やや 多い、万
据鮒  白色米移1/・ 握 良 暗灰褐～淡褐 唆茶褐 .淡黒ワ

Ⅳ区 I層 土師器
ニチュ
高li

ミガキ
1底 :工具ナテ 工具ナデ 白色粒少量 良 淡褐～茶帽 淡茶褐

Ⅳ区 Ⅱ層 弥生土器 蓋 ハ ク 工具ナデ 黒褐色粒少量 良 淡褐～暗茶褐 堤責帽～暗茶や

Ⅳ区 Ⅳa層 土師器 豆

ゆ一
工具ナデ 赤褐色粒少量

白角粁?脱畳 良 堤茶灰～淡灰芸 淡灰黄～淡橙

Ⅳ～ V区
Ⅲ～Ⅳ a層 土師器 甑 工具ナデ 工具ナデ 傲細砂少量

茶褐色粒微量
良

灰 ～ 次 黒 炊

淡黄掲 旨茶灰～淡黄宰

Ⅳ区 Ⅳ a層 土師器 高郷 ミガキ [具ナデ～ナラ 良 Pやあま! 橙桃 暗灰～淡黄灰 外面 :丹塗 り

Ⅳ区 Ⅲ b層 土師器 イ 工具ナデ 工具ナデ 茶褐色粒少量 Pやあまヤ獲茶褐～淡貢房 淡黄灰～淡褐 占代

Ⅳ区 Ⅲb層 土師器 不 か トデ→工具ナラ 半 ミガキ 良 良 責褐 淡橙 占代

Ⅳ区 Ⅲ b層 土師器 郭 工具ナデ 工具ナデ 艮 PやあまI 茶褐 。暗灰 茶灰～茶褐
古代

底部 :ヘ ラ切 り

V区 Ⅱ層 縄文土器 深鉢 ４００姓
粗条疾 条痕 雲母少量 良 暗茶褐～褐 淡橙～淡黄灰

V区南東部
II貪 虐

縄文土器 深鉢 工具ナデ 工具ナデ 微砂少量 良 淡責褐～茶橙 淡茶黄

V tt S静討會| 縄文土器 深鉢 鮨45( 工具ナデ 工具ナデ 微砂微量 良 暗茶褐～茶褐 淡黄褐

Vtt SD 01 縄文土器 深鉢 ４００姓
工具ナデ 工具ナデ 艮 良好 淡黄褐～桃褐 淡黄褐～淡橙

v tt S解 雨
縄文土器 深鉢 半ミガキ

「
寧工具ナラ 微砂少量

粗砂 角 F/S石微量
良 嗜茶褐 炎責褐 暗茶禁

V区東南部
Ⅳ a2層 縄文土器 鉢 的45( 半 ミガキ ミガキ

唖鱒
良 茶褐～淡灰責 炎責褐～淡灰デ

V区南東部
Ⅳa層 縄文土器 深鉢 工具ナデ 工具ナデ 微細砂少量

角閃石微畳 良 音茶灰～暗茶禁 災責灰～暗茶な

Vtt SD 01 縄文土器 深鉢 ４００姓
条痕 工具ナラ 工具ナデ 角閃石少量 良 暗灰褐 淡茶灰～暗灰

v tt S甥 雨
縄文土器 浅鉢

ミガキ～半 ミ
ガキ

条痕
似測紗

角閃石少量
良 茶褐 茶灰～暗茶灰 被熱

V区  Ⅲ層 縄文土器 浅鉢 条痕 工具ナデ
傲 YIH少

角 開 万 小 暑 良 音茶褐～淡責禁 暗灰～淡黄灰

V区  Ⅱ層 縄文土器 深鉢 条痕 工具ナデ 微細 砂  角 閃石 少
:冨子 ノ氏題糾暑 良好 渉茶褐 茶灰～淡灰褐

V区 Ⅲb層 土師器 婉 工具ナデ 半 ミガキ
赤褐 色 柾 /」/N量、黒
楊侮粁やや 宅い 'やあま1 淡責褐～淡鵜 淡黄褐 内面 :若千被熱

V区  Ⅲ b層 土師器 鉢か 工具ナデ ケヽ～工具ナテ 茶褐色粒少量 良 淡貢褐

V区  Ⅲ b層 土師器 甕 E具ナデ～ハケ
工具ナデ
～ケズリ

微細砂 茶褐色粒や
や多い、小礫少量

)やあまヤ茶褐～淡黄褐 茶褐～淡黄褐

V区 ・
０４上

ａ層
Ａ
Ⅳ 土師器 甕 工具ナデ 工具ナデ 黒褐色粒少量

白色*ウ微量 良 茶褐～淡褐 た灰褐～暗謂

・０４上鴻
Ａ

Ⅳ
区 土師器 小型鉢 粗工具ナデ ケズリ 粗細砂微量 長 淡褐～淡茶褐 淡褐～淡黄褐

V区  Ⅳ a層 土師器 甕 工具ナデ 工具ナデ 微細砂 茶褐色粒少握 良 淡茶褐 淡褐～茶褐

V区  Ⅳ a層 土師器 甕 ケヽ→工具ナラ 工具ナデ 白色粒少量、茶褐
密  里 燃 れ 給 紳 暑 良 淡橙褐 淡褐

17 V区  Ⅳ a層 土師器 寮 ハ ケ ハケ→工具ナラ 微細砂・白色粒少量 良 淡茶黄

V区 Ⅳ a層 土師器 豆 工具ナデ 工具ナデ 茶褐色粒微量 良 淡責～淡黄褐 た黄白～淡黄コ

V区 Ⅳ a層 土師器 小型壷
工具ナデ
～半 ミガキ

工具ナデ 微砂少量 良 淡褐 淡黄～淡灰褐

V区 Ⅳ a層 土師器 壷 工具ナデ 工具ナデ 微細砂少量、自色
約 黒褐色約微量

良 嗜褐～暗灰褐 暗責褐 橙褐

V区 Ⅳ a層 土師器 蓋 工具ナデ 工具ナデ
微砂少量
小礫微量 良 暗茶褐～暗灰 淡黒灰 ～茶灰

藩き

V区 Ⅳ a層 子担ね土器 重 粗工具ナデ 工具ナデ 白色粒少量 良 淡黄褐 暗灰 炎灰褐～淡灰要

V区 Ⅳa層 土師器 小型甕 ケヽ～工具ナテ 工具ナデ
白色粒微量

茶褐色村少量
良 淡褐～暗茶褐

暗茶褐 ～淡褐
泌音

V区
卜

層

Ⅳ

や
土師器か 甕 工具ナデ 工具ナデ 微細砂 白色粒少

量、小礫微量 良
た黄褐～淡橙4

.泌里 扉 た黒灰 ,淡黄療

翻‐２５
Vtt S｀ミダ弔東端土師器 甕 ハ ケ 工具ナデ 粗細砂少量 良 音灰褐～淡仄黎 た茶灰 ,淡黒が

V区   I::遭 土師器か 甕
強い工員ナデ～ハ

、底!粗工員ナラ
工具ナデ 髄

珊
二少

良
除衡～次炊衛

～暗茶褐
淡褐～淡橙褐

V区 Ⅳ al層 土師器 鉢 ミガキ ミガキ 赤褐色粒少量 Pやあま, 淡赤茶 橙褐・淡黄褐
外面 :丹塗 り

やや歪つ

V区  Ⅳ a層 土師器 高不 ミガキ 粗 ミガキ
甍 :工具ナラ

白色粒微量 Pや あま十音茶褐 淡赤亥 淡橙
丹痕
被熟

V区 Ⅳa層 只ぷ 命 候 切

土師器
不蓋 ミガキ 粗ミガキ 微砂 黒褐色粒微量 良 暗桃橙 桃褐～黄褐 外面 :丹塗 り

V区  Ⅳ a層 土師器 高lTN 粗 ミガキ ミガキ 黒褐色粒少量 良 淡赤茶 炎赤茶 淡貢策 丹塗 り

V区 Ⅳa層 土師器 高不
ミガキ

ヨコ→タテ)「
寧工具ナラ 良 良 赤桃 茶灰～淡茶褐

孜烈
丹塗 り

V区 Ⅲ層 須恵器 不蓋 ケズリ～ナブナデ→工具ナラ 粗細砂少量 良好 淡黒褐 暗灰～暗灰褐

Ⅲ～ V区
W～Wn腟 須恵器 士霊 ナ デ ナデ→工具ナう

微細砂少量
小礫微量 良 暗灰 灰褐～暗灰 内面 :灰被り

V区 南端Ⅲ層 須恵器 提瓶か カキロ 司心円タタ 良 堅繊 淡仄褐 灰青

V区 Ⅲ層 黒色土器 筑 工具ナデ ミガキ 良 良 淡責褐 黒褐～暗灰褐

躙・４２
旺 浩楷 縄文土器 浅鉢 ミガキ ミガキ 微砂微量 良 茶褐～暗茶褐 茶褐～暗灰褐

旺 辞:瞥 縄文土器 浅鉢 的20( ミガキ ミガキ 良 良 炎黒褐 淡茶″ 炎黒褐 暗茶禁

Ⅵ区 昇許fl♂ 縄文土器 浅鉢 半 ミガキ ミガキ 良 良 暗茶褐 茶褐

Ⅵ区 滞fi旨 縄文土器 浅鉢 ミガキ ミガキ 微砂少量
角関石微逼 良 淡黒灰～暗灰 音茶灰～淡茶禁

Ⅵ区
E6 ,lmの

1舌 |

縄文土器 浅鉢 ミガキ ミガキ 微細砂微量 〕やあまヽ 淡黄～淡黄灰 淡黄～淡黄灰

Ⅵ区 S静 :燈 縄文土器 深鉢 ミガキ ミガキ 微細砂少量 〕やあまヤ 暗茶褐 炎茶褐～暗茶密
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表3 出土遺物観察表 (3 縄文土器 弥生土器 土師器

出土地 種類 器 種
去 lm) 調

胎  土 焼成
色   調

臓  考日径 1底雀 器積 外 面 肉 血 外 血 ぬ

翻‐４８
Ⅵ区爾山酔鞘

本
縄文土器 深鉢 ガ キ 工具ナデ 微細砂少量 良 炎黄褐～暗灰準 災黄褐～淡茶獲

Ⅵ区 黒川聰 縄文土器 鉢か 工具ナデ 工具ナデ
傲抄 や や 多い、 4H
秒 角開石小暑 良 暗茶褐～茶褐 炎茶褐～暗茶准

Ⅵ区E6落
彗 

の
縄文土器 浅鉢 工具ナデ 工具ナデ 微細砂少量

粗砂微量
良 暗茶褐 暗茶褐

Ⅵ区 SK 33 縄文土器 浅鉢 工具ナデ 工具ナデ 微細砂少量 良 炎黄掲～暗茶稲 黄褐 淡黒灰

Ⅵ区 尋占:提姜 縄文土器 浅鉢 ミガキ ミガキ 微砂少量 良 茶褐～暗灰褐 曽茶褐～暗茶5

Ⅵ区 S件せ争竃
西

縄文土器 浅鉢 ミガキか J写 ミガキ
～粗ミガキ 微細砂 角閃石少量 良 淡橙褐～茶橙 朕褐～淡茶灰

Ⅵ区 Sttf4客 酉
縄文土器 浅鉢 工具ナデ 工具ナデ

茶褐色粒多量
白色粒少量

良 淡褐～灰褐 淡黄褐

醒 浩措 縄文土器 浅鉢 粗ミガキ 工具ナデ 粗細砂少量 良 淡責褐 淡黄 嗜茶灰 被熟

Ⅵ区SA辞
観層

側
縄文土器 浅鉢 ミガキ ミガキ

微 MHf砂 やや多 t

粗細秒 白色粒
角門石小暑

良 言茶灰～淡黒叛 暗茶褐～茶褐

哩 訛
~摺

縄文土器 深鉢 粗 ミガキ 工具ナデ
量
量

少
微

砂
石

細
閃

微
角 良 言茶褐～暗灰預 曽茶褐～暗茶5

Ⅵ区 S名置&Fの 縄文土器 深 鉢 工具ナデ 工具ナデ 粗細砂少量 良 炎黄灰～淡黄″ 淡黄褐

Ⅵ区 島θ計静 縄文土器 深鉢 工具ナデ 工具ナデ 粗細砂 角閃石少量 良好 茶～茶褐 茶褐～褐灰

ＳＡ

Ⅳａ
区Ⅵ 吼

帽 縄文土器 深鉢 工具ナデ 工具ナデ
少
微

砂
る

細
閃 良 橙褐～淡黄褐 黄褐

Ⅵ区 Ⅳ a'層 縄文土器 深鉢カ 工具ナデ 粗細砂やや
角開蔦小 Pや あまI 桃橙～茶褐

Ⅵ区
SA帯

盟 習

狽」
縄文土器 深鉢 欣

‐０３
工具ナデ

「
寧工具ナラ

少
色

石
褐

閃
茶

角

，礫
砂
小

量

細

ヽ
微

微
量

粒
良 淡責褐～淡褐 炎灰責～淡灰雅

SA ll北
Ⅵ区  Ⅳ al'層

(攪乱plt内 )

縄文土器 深鉢 工具ナデ
半ミガキ～
工具ナデ

微細砂少量
小礫 角閃石微量

良 淡黄～淡褐 炎責灰～淡灰警 被熱

Ⅵ区 ミ庁;龍歩 土師器 小型壷 半 ミガキ 工具ナデ 微細砂 白色粒少量 良 淡茶橙～黄褐 淡褐～褐

弔21魃

181
SK 27 縄文土器 深鉢

け，半ミガキ
工具ナデ 微細砂やや多い

阻砂 黒褐色粒少量
良 暗茶灰～淡褐 炎茶褐～淡灰妥

SK-45 縄支土器 深鉢 条痕 工具ナデ 微細砂少量 良 淡橙褐 淡茶橙

SK-45 縄文土器 深鉢 工具ナデ 条痕 微細砂少量 良 橙褐 淡黄褐 炎茶褐～暗灰瑠

SK-10 上層 縄文土器 浅鉢 粗 ミガキ 工具ナデ 良 良 淡黄～淡灰褐 炎黄褐～淡灰お 被熟

SK■ 0 縄文土器 深鉢
潤
170

条痕 半 ミガキ 良 良 茶灰～淡灰褐 茶褐～淡褐
彼熱、底部 :白色

付着物少量

SK-10 縄文土器 鉢 丁寧ミガキ J写 ミガキ
ヨコ→タテ 微砂少量 良 黒褐 黒褐 外面 :沈線内未痕

SK-10 下層 縄文土器 鉢 粗 ミガキ ミガキ 良 良
淡黄白～淡灰

沸 畢 lj/
淡帽

SK-10 縄文土器 浅鉢 粗工具ナデ 倹い工具ナラ

蝉睡
良 暗灰～淡黄灰 暗灰～灰褐

SK-10 下層 縄文土器 鉢 ミガキ ミガキ 良 良 灰～淡黒灰 暗灰～淡黒灰

SK-10 土師器 菱 [具 ナデ→ナラ 工具ナデ 微砂 白色粒少量 良 淡褐～茶灰 淡褐～淡褐灰

SK-10 上層 土師器 小型鉢 ミガキ I具ナデ 白色粒微量 Pやあまヽ 淡赤茶 淡赤茶 淡黄

帥『
価肺SK 10 土師器 高不

ミガキ
ヨコ→タテ)

ミガキ 良 Pや あまヽ 淡褐 淡褐・暗灰褐

SK 28 縄文土器 浅鉾 ミガキ ミガキ 角閃石やや多い 良 た黄褐～淡黒炉 炎茶褐～淡灰細
内径 4mn、 外径6

×8mmの 両面穿孔

(ネ甫修子Lか )

SK-31 縄文土器 浅鉢 粗条痕 条痕 微砂少量 良 炎茶褐～暗茶な
央余 殊 ・ 晴 翔

～ 泌 里 TR

SK-34 縄文土器 浅鉢 ミガキ ミガキ 微細砂 角閃石少量 良 旨茶褐～淡茶う 炎茶褐～暗灰な

SK-34 縄文土器 浅鉢 ミガキ ミガキ 傲測紗少と
角閃石微と 良 茶褐 灰褐～淡茶褐 口唇 :淡黒褐

SK-34南 の攪乱 縄文土器 浅鉢 ガキ
デ

キ

ナ

ガ

具

ミ

エ

や
良 良 黒灰～暗茶褐 淡黒灰～茶褐 被熟

SK-34 縄文土器 浅鉢 工具ナデ 工具ナデ 微細秒少量 良 茶褐～暗茶褐 茶褐～暗褐

SK-34 縄文土器 鉢 工具ナデ 工具ナデ 微砂少量 良 旨茶褐～淡黒稲 黒褐～暗茶褐

SK-34 縄文土器 浅鉢 426
ミガキ

(ヨ コ→タテ) (ヨ コ‐タテ
似細υ少

角閃石やや
良 茶褐～暗茶褐 淡茶褐 黒褐

困 四 :計十 分 黒 Ft

名

SK-34 縄文土器 浅鉢 工具ナデ 工具ナデ 微細砂微量 良 た黄褐～淡茶字 旨茶灰 淡茶預

SK-34 縄文土器 浅鉢 工具ナデ 半ミガキ 微細砂少量 艮 茶橙～淡黄褐 旨灰褐～賠奏績 被熱

SA 01 層 土師器か 甕 ハ ケ 工具ナデ
微細砂少量

茶褐色粒微量
Pやあまヤた茶褐～淡茶夢 淡褐～淡黄

SA 01 層 土師器か 甕 工具ナデ ハ ケ 微砂・茶褐色粒微量 艮 暗茶褐～褥 淡褐・茶褐

SA 01 層 土師器か 甕 ケヽ 工具ナデ 微砂微量 良 茶褐 黒斑 淡褐～淡黄褐

SA 01 層 土師器か 甕 工具ナデ 工具ナデ 良 艮 た茶褐～淡茶り 淡褐 ,淡黒褐

SA 01 層 土師器か 甕 工具ナデ 工具ナデ 微細砂少量 良 炎褐灰～淡黄瑠 淡黄褐

SA 01 層 土師器か 甕か甑 工具ナデ 工具ナデ 良 艮 淡茶黄～橙褐 淡橙褐 ,淡黄

SA01 1層 土師器か 甕 ケヽ 工具ナデ 微細砂少量
相秒勧暑 良 茶灰～茶黄 暗灰～黒褐 底部 :木葉痕

SA-01 層 土師器か 鉢か 工具ナデ 工具ナデ 黒褐色粒微量 長 暗灰褐～淡黄率 淡橙黄

SA-01 層 土師器か 蓄 か ケヽ 工具ナデ 敦砂 赤褐色粒少量 や゙あまI 淡褐 淡褐

221 SA01 2層 小生土器カ 甕 工具ナデ ハ ケ
三塁
且量

微
少

粒
締

色
角

褐
楊

黒
秦 良 淡茶褐 淡褐～淡黄褐

SA01 2層 Ⅲ生土器カ 一望 工具ナデ E具ナデ ノ 雹細砂 茶掲色粒微量ややあまt 淡褐～淡黄 淡褐～茶褐

SA01 2層 ふ生土器カ 蓋 ハ ケ 工具ナテ 茶褐色粒少量 良 炎茶褐～淡責準 た茶褐～暗灰禁
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表4 出土遺物観察表 (4 縄文土器 土師器 須恵器

NO 出土地 種類 器 種
広  量 (llll) 調   整

胎  土 焼 成
調

備  考
日笹 外 画 笥 外 面

郷２２４
SA-02 北半 土師器 甕 工具ナデ 工具ナデ 微細砂少量 良 淡褐～淡灰褐 音茶褐～暗灰コ

SA-02 南半 土師器 一更 工具ナデ 工具ナデ 細砂・臼色粒
、赤褐色粒微

)やあま1 淡褐～淡橙黄 淡褐

翻跡
SA03 1層 縄文土器 浅鉢 ミガキ オデ 丁写 ミ

ガキ
粗細砂微量 良 旨茶褐～淡黒″ 央灰黄～暗灰黎

227 SA03 2層 縄文土器 浅鉢 ミガキ ミガキ 微砂少量 良 嗜茶褐 炎黒褐～暗茶房

SA-03 A l層 土師器 甕 工具ナデ 工具ナデ 傲細砂 '茶褐色粒少∈ 〕やあま, 暗桃褐 淡茶褐

SA-03A l層 土師器 警 粗工具ナデ ケヽ～工具ナラ 微細秒 白色粒少量 良 茶褐～茶灰 茶褐 淡褐 被熱

SA-03A l層 土師器 甕 ハ ケ 工具ナデ
微4EI砂 自色・茶捉
色粒微量
里 堰 塩 kjr小 暑

'や あま1 淡黄褐～淡褐 淡茶褐～淡褐

SA-03 A l層 土師器 甕 工具ナデ 工具ナデ
'日 日  余

小 暑 淡黄褐～茶褐 茶褐～褐

SA-03 A l層 土師器 甕 E具 ナデ ナラ 工具ナデ
微細砂少」
岳 ・ 本 瓶 名 ) 微ヽ 良 淡茶橙 淡橙褐～淡褐

SA-03 A l層 土師器 一笠 工具ナデ
，

デ婢一
敦細砂 赤褐色粒少逼 橙褐～黄褐 淡黄褐

SA-03A l層 土師器 甕 匡具ナデ ハケ ハ ケ 微細砂 赤褐色粒少爆 良 暗茶～橙褐 淡茶褐

SA-03 A l層 土師器 甕 ハ ケ 工具ナデ
敦細砂 '

黒褐
〔褐色粒微ξ
i粒少量

良 淡褐～茶褐 淡茶褐

SA-03 A l層 土師器 甕
ケヽ～工具ナ

ケ～工具ナラ 粗細砂微量 良 た茶褐～暗紳 淡褐・黒斑

SA-03A l層 土師器 甕 ハ ケ ケヽ→工具ナ
赤

量ヽ
を微量

良 淡桃褐 淡茶褐

SA-03A l層 土師器 費 ハ ケ 工具ナデ 微細砂少量 良 茶褐～暗褐 炎責褐～淡黄程

SA-03A l層 土師器 賽 工具ナデ
工具ナデ

(ヨ ヨ→タテ) 、礫少
良 暗茶灰～茶灰 茶褐 淡黒灰

SA-03 A l層 土師器 甕 工具ナデ 工具ナデ

勒『
良 橙～淡黄褐 淡責灰

SA-03 土師器 甕 (269) 工具ナデ ケ エ具ナラ
傲細石天やや多い、
茶褐色粒少量

良 た黄褐～淡橙要
砲fel～校頁殊

～本灰 埋設炉

SA-03 A l層 土師器 甕 工具ナデ 工具ナデ 微細砂 茶褐色粒少量 良 暗褐～淡橙茶 暗紫灰～褐

翻郷
SA-03A J詈 土師器 壷 工具ナデ 工具ナデ 茶褐色粒少量 Pやあまヤた黄褐～淡灰要 淡黄褐

SA-03 A l層 土師器 一望 工具ナデ ケズリ～
茶褐色粒微量 良 茶橙～淡黄 淡責褐 被熱

SA-03 A l層 土師器 高郭 ハ ケ 微細砂やや多い 良 淡黄～淡褐 淡東次
脚 :淡黒灰

SA-03A l層 土師器 高邪 工具ナデ 工具ナデ 傲測
白

や
か

や
粁 Pやあまヤ 黄褐 嗜仄～桃褐

SA-03A 層 土師器 鉢か蓋 152 ミガキ 工具ナデ 白色 茶褐色粒微量 Pやあまヤ 茶～茶褐 暗黄褐 外面 :丹塗 り

SA-03A l層 須恵器模0
+師哭 TTN蓋 ミガキ 工具ナデ 茶褐色粒少量 Pや あまt た黒褐～淡茶預 茶褐 外面 :丹痕

SA-03A 層 土師器 鉢か ミガキ 工具ナデ 良 良 淡赤茶 淡赤茶 ,黄褐 丹塗 り

SA-03A 層 土師器 鉢 ミガキ ミガキ 良 良 赤茶 淡橙褐～淡褐 丹塗 り

S A 03A 層 上師器 高不 202 ミガキ ヨコ→ タテ 良 Pや あまヤ 淡赤茶 淡赤褐 丹塗 り

252 S A 08A 層 土師器 高郭 ミガキ 半 ミガキ 白色 茶褐色粒微量 Pや あまヤ 淡赤茶 淡橙黄～淡褐 外面 :丹痕

SA-03A 層 土師器 高イ 半 ミガキ 工具ナデ 茶褐色粒少量 良 茶褐～暗茶褐 淡黄褐 外面 :丹塗りか

SA-03A 層 土師器 高不か ミガキ 工具ナデ 白色粒微量 あまセ 嗜茶～淡赤茶 茶～淡黄褐 丹塗 り

SA-03A 層 土師器 高郷
ミガキ

ナナメ→タテ
静
射

琳
ト 良 Pや あま1 淡赤桃 淡褐 外面 :丹塗 り

SA-03 A l層 土師器 高郷 ミガキ 工具ナデ 黒 個 巴 械 ダ 重

茶褐色粒微量 良 淡赤rlL 暗灰～暗灰褐 外面 :丹塗り

SA-03 A l層 土師器 鉢 ミガキ 工具ナデ 翻
辞

Pや あまヤ 桃帽 茶褐～淡黄灰 外面 :丹塗り

SA-08 A l層 土師器 鉢 ミガキ 工具ナデ 白色 茶褐色粒少量 Pや あま1 た赤茶～淡茶な 茶橙 淡橙褐 外面 :丹塗 り

SA-03A l層 土師器 小型鉢 ミガキ 工具ナデ 良 Pや あま, 堤赤褐～淡黄禁 余 個 ～ 豫 個
里 前 丹塗 り

SA-03A l層 須恵器 甕 平行タタキ 司心円タタキ 微細砂少量 良好 灰青 淡褐灰

SA-03A l層 須恵器 必蓋 工具ナデ ナデ～ハケ〃 艮 良 灰青～淡灰青 淡灰褐 269と 同一個体か

SA-03A J習 須恵器 横瓶か カキロ 司′b円 タ タ
～ 十 ヂ

勅
良 淡黒褐～暗灰 灰青

SA-03A 2層 須恵器 邸蓋 ナデ ナデ 良 良 暗灰 淡褐灰 261と 同一個体か

鞘２６９
S A 03 1層 土師器 小型甕 ハ ケ 工具ナデ 微糾砂少量

茶褐色浄微畳 良 淡褐 淡褐～茶灰

SA 03 1層 土師器 鉢 工具ナデ
工具ナデ
ヨコ→タテ

赤褐色粒やや 多い、
白密給小暑 良 央灰黄～淡黄葎 灰～暗灰

SA-03 1層 土師器 一望 ハ ケ ハ ケ
微 細 砂  白色  黒
綴侮給小暑 良 黄帽～淡茶褐 淡橙～黄褐

SA-03 1層 土師器 高郷 ミガキ 微砂少量 良 淡黒灰～淡褐

SA-03 土師器 高郷
ミガキ

ヨコ→タテ ミガキ 良 良 赤茶
炎赤余 暗炊縦

泌港瓶 丹塗 り

SA03 1層 土師器 高lTNか
(マ メツ 布 目 良 Pや あまI 暗茶 渋褐 外面 :丹塗 り

SA03 1層 員恵器模勒
土師器

イ身 ミガキ
(や やマメツ)

良 Pや あまヤ 淡赤茶 淡赤茶～橙褐 丹塗 り

SA03 1層 員恵器模あ
土師器

ITN身 ミガキ 工具ナデ 良 あまヽ 嗜赤褐 橙褐
外面 1丹塗 り
内面 :丹塗痕

SA-03 1層 貞思器模め
土師器

不身 ミガキ 工具ナデ 良 Pや あま, 淡赤茶 赤茶 橙褐 丹塗 り

SA 03 1層 『珊
不身 ミガキ 工具ナデ 良 良 淡赤茶 淡赤茶～茶褐 丹塗 り

SA-03 B l娠 雪 土師器 甕 工具ナデ 工具ナデ 白色粒微量 良 淡茶褐～淡褐 淡褐

SA-03 B l月 曇 土師器 甕 工具ナデ
一

一す

一ア

キ

ナ

ロ
具
Ｔ

工

湘
爵tll色  白色粒少
き、角閃石微量 良 褐～淡褐 褐～淡褐
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表 5 出土 5 縄文土器 弥生土器 土師器 須恵器

出土地 種類 器 種
依 lm)

胎   土 焼 成 備   考
日径 底径 器高 外面 内面 外 面 面

榔２８３
S A 03B 土師器 甕 工具ナデ 工具ナデ 微細砂 白色粒少量 良 慕橙～橙 淡易

た灰褐 淡茶な
ψ基 揚

SA-03 B l層 土師器 甕 工具ナデ

ケヽ (ヨ コ
タテ)

工具ナデ

白色粒やや多い
茶褐色

黒褐色粒少量
'やあまヤ 橙褐・黄褐 炎黄褐～淡橙禁

SA-03 B l層 土師器 甕 工具ナデ 工具ナデ 微細砂 白色粒少
量、茶帽色粒微量

良 茶褐～淡黄褐 淡黒褐

S A 03B l層 土師器 小型甕
工具ナデ
相 ミガキ

工具ナデ 白色粒微量 良 茶～茶褐 炎茶褐～淡責雅

S A 03B l層 土師器 壷 工具ナデ～ハク 工具ナデ
傲制 砂  茶褐 色

白色粒少量
'やあまヤ 淡橙～黄褐 茶橙

SA-03 B l層 土師器 壷 工具ナデ 工具ナデ
白色粒やや多い
茶褐色粒少量

良 橙褐・褐黄 央黄褐～淡茶禁

289 SA-03 B l層 土師器 高邪 工具ナデ 工具ナデ
微砂少量、 白色

茶褐色粒微量
'やあまモ 貞

灰
余
暗

除

や

験黒炒
褐～淡橙褐

SA-03B l層 土師器 蓋 的45( 工具ナデ 工具ナデ 微細砂やや多い

白色 茶褐色粒少量
Pやあまヽ 暗茶褐 暗褐～淡褐

SA-03B 層 土師器 高郭 I 工具ナデ ケヽ→工具ナラ 良 良 淡褐 淡褐～淡灰黄 やや歪つ

SA-03B 層 土師器 鉢 ミガキ ケヽ 半ミガキ 良 あまい 暗茶褐～茶褐 淡茶褐 桃褐 丹塗 り痕

SA-03B 層 土師器 小型鉢 ミガキ 工具ナデ 微細砂微量 良 淡桃褐 淡責褐～暗灰 外面 :丹塗 り

S A 03B 層 土師器 鉢 粗 ミガキ 工具ナデ 白色粒微量 あまヤ 赤褐～暗桃褐 淡黄白～淡褐 外面 :丹塗り痕

SA04 1層 縄文土器 深鉢 工具ナデ 工具ナデ 微砂少量 良 橙褐～暗茶褐 痰黄褐 被熟

SA04 1層 縄文土器 鉢 条痕 工具ナデ 微砂少量 良好 橙褐～淡茶褐 淡茶褥

SA-04 1層 土師器 甕 工具ナデ ケヽ 微細石英少量 良 黒褐 旨茶灰 淡黄雅

SA-04 1層 弥生土器 高不
[具ナデ ノ

ケ
工具ナデ 白色・茶褐色粒少量 良 淡桃～淡褐

炎黄灰 暗灰
二匪 焼成前穿孔

SA04 1層 土師器 鉢 ハ ケ 工具ナデ 白色・茶褐色粒少量 PやあまI 黄褐～淡黄褐 黄褐～淡茶橙

SA 04 1層 貞悪器模務

土師器
蓋 E具ナデ～′ 工具ナデ 似 沙 少 重

茶褐色粒微量
良 淡茶橙～茶灰 淡茶褐 被熟

S A 04 土師器 小型壷
工具ナデ
半ミガキ

ナ デ
黒褐色粒
やや多い 良 た茶灰～淡茶縦 炎茶褐～暗茶葎

SA-04 1漏曇
頁恵器模倣
+師巣 郷蓋か E具ナデ ナラ ナデ 白色粒少量 良

欠橙余～余衡
蒔辰

旨灰褐 淡橙タ やや歪つ

翻３０６
SA05 1層 縄文土器 深鉢 工具ナデ 工具ナデ 映細砂 茶褐色粒少逗 良 暗灰～淡黄褐 淡橙褐～褐 被熱

S A 05 1層 縄文土器 深鉢 工具ナデ 工具ナデ 良 良 淡黄 淡橙 央黄褐～淡桃を

SA-05 B l層 縄文土器 深鉢 丁寧ミガキ 丁寧ミガキ 微秒少量 良 黒褐～暗灰 黒褐

SA-05 A l層 土召碩器 甕 ハ ケ
L具ゲア

ケ
日日 租 ,ハ重

赤褐色粒微量
Pやあまヤ旨茶褐～淡橙デ 橙褐～茶橙

SA-05 A l層 土師器 甕 工具ナデ 工具ナデ
似 IIH砂グ 宣

茶褐色粒微量
良 淡橙茶～黄褐 淡黄褐～嗜灰

SA-05 A l層 土師器 甕 工具ナデ 工具ナデ 粗細砂微量 良 橙褐 黄褐

SA-05 A l層 土師器 甕 工具ナデ ケヽ
白色粒少量

本 拐 侮 対 徽 暑 良 黄褐～淡黄褐 茶橙～責褐

SA-05A l層 土師器 賢 工具ナデ 工具ナデ 白色粒少量 良 淡黄褐～褐 淡橙責

S A 05A l層 土師器 小型童 工具ナデ 工具ナデ 茶褐色粒少量 良 淡橙褐～淡黄 淡黄褐

SA-05A l層 土師器 甕 工具ナデ
「

寧工具ナラ 微細石英
やや多い 良 た橙褐～淡黄禁 淡黒灰～暗灰

効
フ
コ

着

オ帥帷娯

底
量

外
少

SA-05 A l層 土師器 甕
粗工具ナデ
エ具ナデ

工具ナデ
→半ミガキ

微細砂 ,白色・茶
褐色粒少量

良
蒔褐～淡灰褐^

た黄褐
旨茶灰～褐～ツ
奇揚

SA-05 土師器 甕

２‐０

２２７ 工具ナデ 工具ナデ
白色粒やや多い

曇細砂 茶褐色粒少量
良

た橙褐～淡黄灌
ヤ淡茶灰

堤桃褐～責褐 `

炎黄～淡茶灰
哩設炉

歪つ

SA-05 A l層 土師器 小型甕 ハ ケ I具ナデ 放細砂 白色粒少量 良 淡橙～淡黄掘 央黒灰 .暗茶葎

SA-05 A l層 土師器 lTN
Ａア
キ

ナ

ガ

具

ミ

工
ミガキ 良 PやあまI

炎赤茶～淡黄禁

本部の一部 :景

電

央灰黄 淡黒炒
本部の一部 :畔

πttg

外面 :丹塗 り

SA-05 A la2帰 肇 土師器 高郭

４０

×

４２

ミガキ 郭 :ミ ガキ

却 :工具ナラ
赤褐色粒微量 Pやあま1 茶～淡赤橙 淡茶褐 脚抑

SA-05A l層 土師器 高郭 ミガキ 工具ナテ 白色粒微量 良 淡赤桃 黄褐～淡橙 外面 :丹塗り

SA-05 A l層 須恵器 提瓶か カキロ ]心円 タタ常 微細砂微量 良好 暗灰褐 灰褐～淡茶灰

SA_05 A l層 須恵器 甕
昏子ロタタヨ
→ナデ消し 司心円タタキ 粗細砂微量 良 暗灰青 淡灰褐

325 SA-05 2層 土師器 甕 工具ナデ 工具ナデ
級 XtHυ少 重 、 黒 狗

色・赤褐色粒微量
良 橙褐 淡橙

SA-05 2層 土師器 甕 工具ナデ 工具ナデ 卿 砂 黒褐色粒少量 農 淡橙～渉橙黄 淡黄褐～茶灰

328 SA-05 2層 須恵器 提瓶か カキロ
ナデ消 し

司心円タタキ
黒褐色粒少量 Pやあまヤ

淡灰～灰青～

本康 淡灰褐

SA-05 1層 土師器 甕 工具ナデ 粗工具ナデ 微細砂微量 良 嗜灰褐～淡茶雅 淡橙～淡褐

330 SA 05 1a層 土師器 菱 ケヽ→工具ナう
工具ナデ

(ヨ コ→タテ)

微細砂少量 良 淡黄茶～茶褐 淡橙褐

SA 05 1a2層 上師器 甕 工具ナデ 工具ナデ 霊細砂 .赤褐色粒微景 良 茶褐 淡橙 淡黄

SA-051a層 土師器 甕 工具ナデ 工具ナデ 良 良 暗茶褐 暗茶褐 被熱

SA-05 1a層 土師器
ニテュ
磐

工具ナデ 工具ナデ 微砂少量 良 炎黄褐～淡橙准 淡黄褐～橙褐

SA05 1層 土師器 鉢 半 ミガキ 工具ナデ 粗砂少量 良 暗褐～淡茶褐 暗褐～嗜茶灰

SA05 1層 土師器 鉢 粗ハケ 工具ナデ 粗細砂少量 良 炎茶褐～暗茶預 淡茶褐～茶褐

336 SA-05 1a層 土師器 鉢 ミガキ ミガキ 良 〕やあまヤ 桃褐 褐～淡褐 外面 :丹塗 り

SA-05 1al層 須恵器 イ蓋 工具ナデ ナ デ 良 良 灰褐～淡黄灰 淡黄灰

SA 05 1層 須恵器 イ善 ナデ ナデ 良 良 淡灰～暗灰 淡褐灰
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表 6 出土 6 縄文土器 弥生土器 土師器 手握ね土器 須恵器

NO 出土地 種類 器 種
去  量 (mm) 調   整

胎   土 焼 成
色    調

備   考
半尚 面 面 膝

翻３４２
S A 05B
土器炉周辺

土師器 甕 工具ナデ 工具ナデ 白色粒微量 良 た茶褐～淡黄布 炎茶褐～暗灰荘

SA-05 B l層 土師器 甕 ハ ケ
工具ナデ

(ヨ コ→タテ)

白色 茶褐色粒微量 Pや あまヽ 盲茶褐～暗責″ 淡橙～責褐 やや歪つ

S A 05B l層 弥生土器 甕 トデ～粗ハケ 工具ナデ
微細砂 白色粒少
量、茶褐色粒微量 良 暗褐～暗茶灰 暗橙褐～橙仄

SA-05 B l娠 雪 弥生土器 甕 粗工具ナデ 粗工具ナデ 白色 ,茶褐色粒少量 良 炎茶灰～淡黄幸 淡黄褐

SA-05 B  l)冒 弥生土器 甕 工具ナデ 工具ナデ 白色 ,茶褐色粒少量 良 黒褐～暗茶灰 た黄褐～淡黄う 被熟

SA-05 B l層 弥生土器 高邪 半ミガキ ミガキ 微細砂  白色茶褐
色粒少量小礫微量

良
央東～余砲～Ц

ミ褐

央茶褐～淡橙禁

黒斑
やや歪つ

SA-05 B l層 土師器 高不 ミガキ ミガキ 良 Pや あまヤ 淡赤桃 淡橙黄 外面 :丹塗り

S A 05B l層 土師器 高郷 ミガキ 工具ナデ 良 Pや あまヤ 淡赤桃 暗灰 外面 :丹塗 り

SA-05 B l層 土師器 高郷 ガ キ
ミガキ

即:工具ナラ
茶褐色粒微量 Pや あま1 淡橙桃 淡絹 外面 :丹塗 り

S A 05B 2層 土師器 高 不 ミガキ ミガキ 赤褐 色  黒 褐 色 粒
少量、白色粒微量

Pや あまヤ 淡赤桃 淡赤桃～桃褐 丹塗 り

SA 06 1層 土師器 甕 工具ナデ 工具ナデ
似測砂少重

茶褐色粒微量
良 黒灰～暗灰 褐～淡褐

SA 06 1層 土師器 甕 工具ナデ 工具ナデ 茶褐色粒少量 良 淡黄～茶褐 淡黄～茶褐

SA-06 1層 土師器 菱 的25( 工具ナデ 工具ナデ 微細砂微量 良 暗茶褐～淡褐
貫徊 (国 皆 者り
ヤ淡褐

SA-06 1層 土師器 甕 工具ナデ 工具ナテ 微細砂やや多ヤ 良 淡茶褐～茶灰
堤貢褐～淡褐 ^
音茶褐

SA-06 土師器 甕 工具ナデ 工具ナデ 白色粒やや多ヤ ,や あまI 炎黒褐 暗茶房 暗茶褐～茶掲

SA-06肉攪乱 土師器
贈く蓋ィこ軸
か

粗 ミガキ ミガキ 白色 茶褐色粒微量 ややあま, 淡黒灰 淡黒灰 被熟

SA-06 土師器 小型壷 工具ナデか 工具ナデか 白色 茶褐色粒少量 や゙あまI 黄褐～橙褐 捷泰褐 淡灰習

SA-06 土師器 甕 工具ナデ ハケ 工具ナデ 白色 ,赤褐色粒微量 艮 暗茶褐～黒灰 茶橙

SA-06 土師器 不明 衛4( 粗工具ナデ 茶褐色粒少量 艮 茶褐～茶灰 底部 :布 目

SA 06 1層 手握ね土器 賢 約35 工具ナデ 工具ナデ 良 艮 旨茶褐～淡灰葎 嗜茶褐～淡褐

SA-06 1層

『珊
ミガキ ミガキ 茶褐色粒少量 良 淡赤茶 灰褐～淡黄褐 外面 :丹塗り

SA-06 1層 土師器
台鐵鉢 粗ミガキ ミガキ 良 良 淡赤茶～茶褐 淡黄～暗灰 外面 :丹塗り

366 SA 06 1層 土師器
百1V野

か
ミガキ 半 ミガキ 茶褐色粒少量 良 暗桃褐～明茶 淡黒灰 外面 :丹塗 り

SA 06 1層 土師器 高必 ガキ 醐
的

良 暗灰褐～淡褐 炎茶褐 淡黒履 外面 :丹塗り

SA 06 1層 須恵器 甕 平行タタキ 司心円タタヨ
粗細砂少量、小礫
里 揚 傷 結 紺 暑 良好 暗灰褐～淡茶う 暗灰～灰青

SA-07 1層 土師器か 甕 ハ ケ 工具ナデ 赤褐色粒 小礫微量 艮 淡灰黄 淡黄～暗灰

SA07 1層 土師器か 甕 工具ナデ 工具ナデ 似 IHHυ似重

赤褐色粒微量
)や あまヤ淡茶褐～茶褐 淡黄褐

SA-07 1層 土師器か 甕 アヽケ ケヽ エ具ナブ 良 良 淡灰白～淡褐 淡褐

SA 07 1層 弥生上器 甕 工具ナデ 工具ナデ
麒細紗グ重、刀`保・

赤褐色粒微量
良 淡桃褐 淡褐

SA07 1層 土師器か 甕 工具ナデ 工具ナデ
傲砂 やや多い、 自
衛 柔瓶名 約糾目 Pやあま, 淡桃黄～茶褐 淡茶褐～黒灰

SA07 1層 土師器か 高郷か 工具ナデ 工具ナデ 微砂少量 良 淡黒褐・責褐 淡黄～淡黄褐

SA… 07 1層 土師器か 壺 工具ナデ トデ 正具ナラ
映XIH抄 '日 色粒やヽ
多い、粗砂少量、病
母色粒微量

!やあまI

炎黄褐～淡茶葎
淡桃褐

淡橙褐～橙褐

SA-07 2層 弥生土器か 甕 ケヽ I具ナラ 工具ナデ
傲 /1H砂や や 多 い

糊 称 紺 暑 良 淡黄～淡灰白
茶褐 淡茶殊

黒界

第42区

382
SA-08 1層 縄文土器 深鉢 工具ナデ 工具ナデ 雲母少量 良 灰褐 茶灰

SA-08 1層 縄文土器 深鉢 ４００
姓

工具ナデ 工具ナデ 微細砂・角閃石少
量、粗砂微量

良 た黄褐～淡茶雅 音茶灰～淡茶お

SA08 1層 土師器 甕 工具ナデ 工具ナデ 粗細砂少量 良 ヨ茶灰～淡責リ 淡責褐

SA08 1層 土師器 甕 ハ ケ 工具ナデ 微細砂微量 良 茶褐～淡黄褐 淡黄褐～茶灰

SA 08 1層 土師器 甕 工具ナデ 工具ナデ 微細砂やや多r 良 茶褐～橙褐
余 衡 ～ 徐 買 徊

膳 席

SA-08 1層 土師器 小型壷 丁寧 ミガキ 丁寧 ミガキ 粗砂微量 良 茶褐～暗茶褐 暗灰～茶灰

SA-08 1娠曇 土師器 高郭か 半 ミガキ 半 ミガキ 微細砂微量 良 淡橙褐 茶褐～淡茶褐

SA-08 1層 土師器 高郷
工具ナデ

粋ミガ十→ミガ
工具ナデ 微砂 赤褐色粒少量 良 淡黄褐

淡責褐～淡褐
灰混

SA-08 1層 土師器 高必 ミガキ 工具ナデ 茶褐色粒少量 良 淡赤茶 灰褐～淡黒灰
外面 :丹塗 り

やや歪つ

SA 08 2層 縄文土器 深鉢 ４００
姓

工具ナデ 工具ナデ 粗細砂微量 良 嗜茶褐 淡黄褐

SA 08 2層 縄文土器 浅鉢 ミガキ ミガキ 良 良 茶黄 暗茶灰

395 SA 08 2層 土師器 甕 ハケ→工具サ ハ ケ 微砂少量 良 た黄褐～淡灰要 灰～淡黄褐

SA 08 2層 土師器 卜型壷カ 半 ミガキ 工具ナデ
茶褐色粒少量
白色粒微量

良 た黄褐～淡茶葎 淡褐～淡黄褐

897 SA08 2層 土師器 卜型高翔 工具ナデ 工具ナデ 良 良 黄灰～茶褐 白
褐
褐

茶
淡

淡

‥脚

SA08 2層 土師器 鉢 半 ミガキ ミガキ 茶褐色粒少量 Pやあまヤ 淡赤茶 淡黄～暗灰 外面 :丹塗 り

翻３９９
SA-09 1層下半 縄文土器 深鉢 工具ナデ 工具ナデ 微細砂少量 良 た黄褐～淡橙葎 言灰褐～淡茶お

SA09 1層 下半 縄文土器 深鉢 粗条痕 工具ナテ 微砂少量 良 橙桃～淡責褐 言灰褐 淡黄準 被熟

SA 09 1層下半 縄文土器 浅鉢 ミガキ ミガキ 良 良 た黄褐～淡黄タ 黒褐～暗灰褐

SA 09 1層下半 縄文土器 鉢 ミガキ 丁寧 ミガキ r■細砂 角閃名微量 良 淡責褐～暗褐 炎責褐～淡責〃
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7 (7) 縄文土器 弥生土器

出土地 種類 器 種
調

胎   土 焼 成
色 調

備  考
口径 器宿 外面 内 血 面

君44必

403
SA-09 1層 下半 縄文土器 深鉢 半 ミガキ 半 ミガキ 白色 茶褐色粒少逗 良 淡黄 淡茶褐 淡責～淡褐

SA 09 1b層 縄文土器 浅鉢 工具ナデ 工具ナデ 微砂少量 良 茶褐～暗灰褐 淡橙茶

SA-09 1層 縄文土器 浅鉢
上 具 ア ア
→ミガキ

ミガキ 良 良 淡責褐 淡黄褐

SA 09 1層 縄文土器 浅鉢 衛45( 粗工具ナデ ミガキ→ミガ
'

微細砂やや多い
雲母少量

良 音茶褐～淡茶推 暗茶褐～黒褐 被熱

SA09 1層 下半 縄文土器 深鉢 白45( 工具ナデ 条痕 小礫微量 良 央黒灰 淡黄灌 炎黄褐～淡茶詔

SA-09 1層 下半 縄文土器 深鉢 条痕 条痕
微rH砂少量
ホ礫繊畳 良 淡黒灰 炎黒灰～暗茶療 破熟

SA 09 1層 弥生土器 甕か 工具ナデ 工具ナデ
麒υ  日日  無 徊

色粒 やや 多い
良

を 哨炊衛 ^
1霧

余伯  種 狗 ^

SA-09 1層 弥生土器 甕か 177 ハ ケ ケヽ・I具ナラ 白色 茶褐色粒少量 良 音泰褐～渉給翡 褐～淡責褐

SA 09 1層 弥生土器 甕 ハ ケ ケヽ 赤褐色 白色粒微量 良 央黄褐～淡茶雅 淡責灰～淡褐

SA 09 1層 弥生土器 甕 ケヽ .工具ナ 1寧工具ナラ 白色粒少量 良 暗茶褐～茶褐
茶
淡

～淡tl降
火

SA 09 1層 弥生土器 甕 約20( 工具ナデ 工具ナデ 良 良 獲褐灰～渉楊 F 淡黄褐

SA 09 1層 弥生土器 甕 1約 3111 工具ナデ 工具ナデ 白色 茶褐色粒少量 Pや あま1 茶～淡褐 桃橙～淡茶褐

SA 09 1層 弥生土器 甕 的30( E具ナデ→′ 工具ナデ 白色 茶褐色粒微量 Pや あま1 茶橙 橙褐 .暗茶帽

SA-09 1層 弥生土器 工具ナデ 工具ナデ 茶褐色粒少量 Pや あま1 淡褐～淡茶褐 淡灰褐～灰 やや歪つ

SA 09 1層 下半 弥生土器 小型密 粗工具ナデ 工具ナデ
微細砂微量、茶褐色

粒やや多い 良 茶褐～淡褐 橙褐・淡黄帽 かなり歪つ

SA 09 1層 下半 弥生土器 甕 粗工具ナデ 工具ナデ 良 Pや あまヤ 淡責～淡褐 淡黄帽

SA_09 1層 弥生土器 蓋 か ケヽ 府デ→工具ナテ 良 良 淡黄褐～淡褐 淡褐

SA 09 1層 弥生土器 ハケ・ナデ ミガキ 白色粒微量
茶褐色粒少量 良好 淡褐

ツ於

SA-09 1層 弥生土器 甕
×

７ 粗工具ナデ 工具ナデ
白色粒微量

茶褐色粒少量
Pや あま1 淡黄白～淡褐 淡橙褐～淡貢 歪つ

SA 09 1層 弥生土器 甕 工具ナデ 工具ナデ 白色粒少量、茶褐色
粒やや多い Pや あまヤ淡黄～淡黄褐 淡黄褐

SA-09 弥生土器 甕 工具ナデ 工具ナデ 微砂 白色粒少量 Pや あまI

ミ褐～桃褐・叫
ミ褐 淡黄褐

SA-09 1層 弥生土器 甕

`塞

面量I弦ゝ 工具ナデ 白色粒やや多セ 良 暗茶褐 黒斑 淡褐 茶褐

SA 09 1層 弥生土器 甕 工具ナデ 粗工具ナデ 茶褐色粒少量 Pや あまヤ淡褐～淡茶褐 淡灰褐～灰 被 熱

SA-09 1層 弥生土器 壷 工具ナデ 工具ナデ
日色種似重、余狗任

粒やや 客い
Pや あまヽ 淡褐～淡黄 淡黄褐 橙褐

SA-09 1層 弥生土器 小型壷 ケヽ I具ナデ 白色粒少量
赤褐色粒微量 良 黄帽 淡橙褐

SA 09 1層 弥生土器 壼 ケヽ 工具ナデ 白色 茶褐色粒微量 Pや あま1 淡褐～淡黄白 淡黄褐～淡橙

SA09 1層下半 弥生土器 壼 110( 粗ハケ I具ナデ 良 良 淡橙～淡茶褐 淡茶褐～茶褐

SA 09 1層 弥生土器 壼 工具ナデ I具ナデ 白色粒少量 良 央黄褐～淡灰灌 淡褐～淡責褐

SA 09 1層 下半 弥生土器 壷 工具ナデ 粗工具ナデ 白色・茶褐色粒微屋 良
こズロ '次余
ζFtF 淡黄

SA-09 1層 弥生土器 小型壷 半 ミガキ
「 寧工具ナテ 良 Pや あま1 淡黄～黄褐 渉黄褐

SA 09 1層 弥生土器 台付鉢 粗ミガキ
工具ナデ
,粗 ミガキ

白色粒微量
茶褐色粒少量

Pや あま1 黄褐～淡褐
的 ～ 次 狗 ・

康

SA_09 弥生土器 小型鉢
工具ナデ
→半 ミガキ

工具ナデ
微細砂 白色 |

暑  本 懇 名 対

微

畳 良
た橙～淡褐 ツ
π～晴辰 淡黒灰 歪 つ

SA-09 1層 下半 弥生土器 高郭 ケヽ 丁寧ミガキ 日日 余徊日TIグ
量、粗砂微量

Pや あま1 淡褐～淡黄褐 淡桃褐～淡褐

SA-09 弥生土器 高 lTNか 工具ナデ 工具ナデ
白色 茶褐色粒p

量、角閃石微量
Pやあま1 淡橙～黄褐 淡橙

SA 09 1層 弥生土器 高 ITNか ハケ .I具ナテ
「

寧工具ナブ 日色 茶褐色れやヽ
多い、黒褐色減微逗

Pやあまヤ淡褐～淡黄褐 茶褐～褐

SA-09 弥生土器 高郭
ケヽ
、ケヽ↓
耕

フ
ウ
半

不
脚 工具ナデ

微砂 白色粒少量
茶褐色粒微量

PやあまI 淡褐 淡褐

SA-09 1層 下半 弥生上器 高雰 工具ナデ
不 :工具ナテ
脚 :ハケ

臼色粒少哲
赤褐角粁級

あまヽ 淡橙 橙

S 1層 弥生土器 高必 ミガキ 静軒
不
却‥

白色・茶褐色粒微量 Pやあまヤ淡黄白 責褐 淡黒灰

SA-09 1層 弥生土器 高郭 こ具ナデ ソ 郷:工具ナデ
‖|ハケ～王皇すラ白色 茶褐色粒少彊 PやあまI 橙褐～淡黄褐 淡褐

SA 09 1層 弥生土器 高郭 工具ナデ
不 :粗 ミガキ

却:粗工具ナブ
白色粒少量

茶褐色粒微量
良 淡帽 淡褐～淡灰黄 歪つ

SA-09 1層 弥生土器 高不 半 ミガキ
杯 :ミ ガキ

却 :半 ミガキ
ョ色粒微ど

良 淡黄～淡褐 淡褐

SA-09 1層 弥生土器 高不 工具ナデ 工具ナデ 白色 茶褐色粒少⊆ Pやあまヤ 法橙～淡黄 淡橙～淡褐

SA-091b層 弥生土器 密 工具ナデ 工具ナデ 茶帽色粒少量 良 淡茶褐～淡褐 淡黄褐

SA-091b層 弥生土器 密 ケヽ ハ ケ 微細砂やや多セ 艮 淡褐～茶褐 淡黄 暗灰

SA-09 1b層 弥生土器 甕 I具ナデ→ハケ 工具ナデ 茶褐色粒微量 良 淡褐～暗茶褐 淡責～黄褐 被熟

SA 09 1b層 弥生土器 甕 工具ナデ
「 寧工具ナ 日色極少こ

茶褐色粒初
Pやあまヤた灰褐～暗茶コ た橙褐～淡灰妄

SA-09内攪乱 弥生土器 甕 工具ナデ
[具ナデ

茶褐色 白色粒少遅 良 暗灰 暗灰 淡灰黄

SA 09 1b層 弥生土器 甕 粗ハケ
「 寧工具ナラ 白色粒少量 良 桃褐～茶褐 淡赤褐～茶褐

SA 09 1b層 弥生土器 甕 I具ナデ 工具ナデ 白色粒少量 良 茶褐～淡掲 淡黄褐 被熱

SA_091b層 弥生土器 壷 半ミガキ～ノ
「

寧工具ナラ 白色粒少量 良 橙・淡茶褐 茶褐～淡褐

SA-091b層 弥生土器 壷 工具ナデ 工具ナデ 白色 茶褐色粒少量 )や あまI 淡茶黄～橙褐 黄褐～桃橙

SA 09 1b層 土師器 高邪 ミガキ 工具ナデ 鰺睦
良 た黒褐～淡茶コ 淡褐 混入か
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表 8 出土遺物観察表 (8 縄文土器 弥生土器 土師器

NO 出土地 種類 器 種
(mm)

胎   土 焼 成
色 調

備  考
口 径 器信 而 而 面

469 SA 09 2層 縄文土器 浅鉢 工具ナデ 工具ナデ 微細砂少量 良 音茶褐～淡黄糖 炎責褐～暗褐履 被熟

SA 09 2層 弥生土器 小型甕 工具ナデ 工具ナデ
白色粒少量

奏掲色約微畳 良 淡茶橙～淡橙 淡橙黄～淡褐

SA 09 2層 弥生土器 奏 ハ ケ ハ ケ
白色粒少量

茶褐角締微量
良 淡褐～淡桃褐 淡褐～淡桃褐

472 SA 09 2層 弥生土器 甕 と具ナデ～ノ 工具ナデ 白色粒少量 良 言茶褐～淡茶糖 暗灰 淡灰褐
彼烈

淡責 白付着7/2

SA09 2層 弥生土器 甕 粗工具ナデ 粗工具ナデ
)白 色 茶褐∈
暑ヽ

良
登帽  淡貢灰
望膚 炎黄～灰～黒リ

SA 09 2層 弥生土器 甕
;7×
91 粗工具ナデ 工具ナデ

粁
良 茶橙～茶褐 暗茶褐～淡黄

SA-09 2層 弥生土器 甕 粗工具ナデ 粗工具ナデ 白色 ,茶褐色粒微量 良 淡黄白～灰褐 炎灰黄～淡黄刊

SA-09 2層 弥生土器 甕 工具ナデ 工具ナデ
赤褐
白名

g粒 やや多い、
テ小暑 Pや あまI 淡橙 淡黄白 暗灰 淡黄褐

SA-09 2層 弥生土器 高郭 半 ミガキ ミガキ 茶褐色 '黒褐色粒)
量、白色約微量

Pや あまヤ炎茶褐～淡黄禁 淡灰白 茶灰

SA09 2層 弥生土器 蓋 ハ ケ 工具ナデ 白色粒少量 良 炎茶褐～淡黄預 淡黄褐 淡灰

SA-09 2層 弥生土器 重 工具ナデ 工具ナデ
傲砂 白色 茶褐迄
附 /1卜 具 良

炎黄褐～茶褐
た膚態 淡茶黄～茶橙

SA-09 2層 弥生土器 器 粗工具ナデ 工具ナデ
1色 粒少量
日有 対 鶴 暮 良 淡黄～暗橙褐 淡黒褐

4R3 SA-10 1b層 縄文土器 鉢 条痕 工具ナデ 滑石粒やや多ヤ 良 淡橙 炎黄灰 暗茶う

SA 10 1層 縄文土器 深鉢 条痕 工具ナデ l■細砂 角閃石少量 良 ご本康～泌本翡 淡黄

SA 10 1a層 縄文土器 鉢 工具ナデ 工具ナデ 粗細砂少量 良好 淡貢褐～淡貢 淡貢

SA 10 1層 縄文土器 浅鉢
ミガキ
エ具ナデ

工具ナデ 微細砂微量 良 た茶褐～淡黄禁 淡黄褐 被熱

SA-10 1a層 縄文土器 浅鉢 約50( 工具ナデ 工具ナデ 微砂少量 良 茶褐～暗灰褐 淡橙茶

SA 10 1a層 土師器 甕 ハ ケ 工具ナテ 白色舛
黒褐侮

畳
唱

良 た黄褐～淡茶荘 旨茶仄・淡黄か 被熱

SA-10 1a層 土師器 甕 ハ ケ 工具ナデ 白色粒少量 良 淡桃褐

SA 10 1a層 土師器 甕 「軍王具ナデ ′ ケヽ→工具ナ 微砂少量 艮 暗褐～暗灰褐 旨灰褐～淡黄雅

SA-10 1a層 土師器 甕 ケヽ
I具ナデ・

T寧工具ナデ
傲測砂  自色・茶黎
色粒少量 'やあまヤ 茶褐～淡黄掲 含褐～褐～茶う やや歪つ

SA 10 1a層 土師器 甕 工具ナデ 工具ナデ 微砂少量 良好 黄褐～淡黄自

SA-10 1層 土師器 甕 工具ナデ 工具ナデ

蝉攀睡
良 央黄褐～暗茶密 茶褐～淡黄掲

SA 10 1a層 土師器 甕 粗工具ナデ
「

寧工具ナラ微砂 黒褐色粒少量 Pやあまヤ旨茶褐～淡黄お
定狗  努ヾ 衡―叫
き々耳

SA-10 1aた雪 土師器 甕 T旦ナデ→ハウ 工具ナデ 白色粒微量 良 淡茶褐 茶灰～淡黄褐

SA 10 1層 土師器 甕 ケヽ～工具ナテ 工具ナデ 茶褐色粒少量 良 淡茶灰 淡褐～淡責褐

SA 10 1a層 土師器 甕 ハ ケ 工具ナデ 白色粒少量 良 淡貢褐～淡貢

SA 10 1a層 土師器 小型密 工具ナデ 工具ナデ 微細砂 .茶褐色粒少量 良
:貢衡 ～ 淡 炊 '

I里 灰 淡褐

SA 10 1a層 土師器 密 工具ナデ 工具ナデ
微砂やや

ホ秘紺 良 淡黄褐～茶褐 旨灰褐～淡黒ワ 被熱

SA 10 1a層 土師器 甕
×

０ 工具ナデ 工具ナデ 微細砂 白色粒少量 良
欠穴 狗 ・ 淡 灰 ^
音康 淡褐

SA 10 1a層 土師器 甕 工具ナデ 丁寧工具ナテ 似 /1Hυ  日
量、茶褐色

粒
微 Pや あまヤ 茶灰～褐 淡橙 暗茶褐

SA-10 1層 土fIF器 甕 工具ナデ 工具ナデ
似測υ 余伺色種タ
量、白色粒やや多
い、小礫微量

Pや あまI 淡黄褐～淡黄 暗灰褐～嗜褐

SA 10 1a層 土師器 甕
千 ミ カ 千

ミ部 :ミ ガキ 半 ミガキ 白色 茶褐色粒少量 良
央頁 殊 ～ 掏
星揚

個ヽ～東個
疋褐

SA 10 1層 土師器 甕 工具ナデ 粗工具ナデ 微細砂 白色粒少量 良 茶灰～淡黄褐 淡黄～淡褐 やや歪つ

榔５０５
SA 10 1a層 土師器 甕 工具ナデ 工具ナデ ハケ微YfE砂 白色粒少量 良

央頁炊 ～哨余

“
,嗜灰褐

淡褐～褐灰

SA 10 1a層 土師器 長頸壷 ケヽ→工具ナラ ケ・工具ナテ 良 Pや あまヤ淡黄褐～淡衷

SA■ 0 1a層 土師器 鉢 工具ナデ 工具ナデ
茶褐色粒やや多い、
微細秒  白色粒少量

あまヽ 駐 ～ 次 東 衡
傷  里 碑 淡橙褐 被熟

SA■ 0 1a層 土師器 鉢 たデ～工具ナラ 工具ナデ 良 良
褐～淡貢

淡褐

SA-10 1a層 土自市器
ミニチュ与
高邦か

工具ナデ 工具ナデ 微砂 白色粒少量 良 淡茶灰～暗灰 淡黒褐

SA 10 1a層 土師器 ミニカ訴
工具ナデ 工具ナデ 白色・微砂微量

茶褐色粒少量
良 淡責～淡黄褐 橙褐～茶灰 被熱

SA 10
h賤 イ廉苫ヽ 土師器 小型甕 工具ナデ 工具ナデ 白色粒微量 良 淡褐～淡黄

(東約 ・波灰 ^
ゼえ目

SA 10
日ヽ

`廉

言ヽ 土師器 甕 正具ナデ ′
「 寧工具ナデ

微湘砂やや多い

終掲色 黒褐色粒少昌
良 茶褐～茶橙 茶～茶褐 被熱

SA 10
ム層

`廉

苗ゝ 土師器 甕 279 ケヽ 粗ハケ ケヽ→I具 ナテ
少

物 良好
窪衛 ～ 哨 余 衡
旨差身

首掏 ～裁 rtl

E康

SA 10
htt r藤 苗ゝ 土師器 小型甕 ハ ケ 工具ナデ

茶
良好 暗茶褐～橙褐 茶帽～暗茶褐

SA 10
、国 イ廉言ヽ 土師器 甕 工具ナデ ハ ケ 微砂 白色粒微量 良好 た茶黄～淡黄郭 淡黄褐

SA-10
1ム 層 r廉言、 土師器 甕 ケヽ→工具ナテ ハ ケ 良

炊 狗 ～
た黒褐～暗灰4

SA-10
lh層

`礁

育ゝ 土師器 甕 工具ナデ 工具ナデ 隊XtH砂  余
や多い、 白

粒や
小暑 Pやあま, 淡黒褐～茶灰 茶～茶灰

SA-10
lh層

`藤

古ゝ 土師器 奏 工具ナデ 工具ナデ 微細砂少量 良 茶橙～茶褐 暗茶～明茶 草茎圧痕

SA-10
lh虐 イ廉青ゝ 土師器 甕

×

３ 粗工具ナデ 工具ナデ
自色粒少

茶褐色粒η
良 濃褐～淡灰黄 音茶灰～淡茶奉

SA-10
l htt r礁 言、 土師器 重 工具ナデ 工具ナデ 当色 茶褐色粒少量 うやあまヤ暗茶褐～淡貢 黄褐～茶橙

SA-10
1、 層

`礁

苗ゝ 土師器 子笠 半 ミガキ
ハケ→

粗半ミガキ 良
)やあま, 黄褐～淡黄 淡褐
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表 9 出土遺物観察表 (9 縄文土器 弥生土器 土師器

NO 出土地 種類 器 種 胎   土 焼 成
調

備  考
日径 器 而

翻５２２一細５２８

SA 10
1も 層 (床直)

土師器 重
ミガキ
エ具ナデ

工具ナデ 白色 黒褐色粒微⊆ 良 淡褐～淡褐灰 淡灰褐

SA 10 2層 土師器 甕 ハ ケ 工具ナデ 白色 茶褐色粒微握 良 た黄灰～淡黄″ 茶灰～淡黄褐

SA_10 2層 土師器 深鉢カ
工具ナデ

～半 ミガキ
工具ナデ 一塁

三邑

似
少

砂
石 良 淡褐～淡黄褐 淡橙～淡黄

SA 10 2層 土師器 甕 工具ナデ 工具ナデ
災細砂 '自色粒
肇、茶褐色粒微

良
褐 暗褐・

央橙褐 淡黒履

SA 10 2層 土師器 小型甕 「 寧工具ナラ 工具ナデ 白色粒少量 艮 ～
余 T● ～ 余 然

淡褐

SA-10 2層 土師器 甕 ケ→工具ナラ丁寧工具ナラ
白色粒少量

茶褐色締微量
良 茶褐～淡茶褐 淡褐～暗灰褐 被熟

SA 10 2層 土師器 豆
ハケ エ具 サ

匂色 茶褐色粒少還 良 た黄褐 淡茶う 音茶灰～淡紳

SA-10 2)詈 土師器 蓋
ケズリ～
半ミガキ 工具ナデ ハケ 岨細砂 .白 色粒少量 良 淡褐～淡黄灰 淡灰～淡黒灰

SA 10 2層 土師器 高lTN 半 ミガキ 工具ナデ 微細砂 白色粒少量 良 英茶灰～淡灰デ
淡炊貢

脚上部 :黒斑
やや歪つ

538 SA ll la2層 縄文土器 鉢 工具ナテ ミガキ 敦細砂 角閃石少⊆ 良 た灰褐～淡茶禁 茶灰～暗灰褐

SA-11 a2層 縄文土器 浅鉢 ミガキ ミガキ
且皇
二塁

少
微

砂
る

細
閃

粗
角 良 音茶褐～淡黒5 黒褐～暗茶灰

1 a2層 土師器 甕 工具ナデ 丁寧工具ナラ 敦細砂 角閃石少握 良 暗茶褐～茶帽 茶褐～淡黄褐

SA ll a2層 土師器 甕 工具ナデ 工具ナデ 狙 細 υ IIPX重

茶 楊 色 粁 や や を い
良 堤黄褐～淡黄5 淡黄褐～淡褐

SA ll a2層 土自顧器 甕 ハ ケ 工具ナデ 跛細砂 茶褐色粒少査 良 茶褐～暗茶褐 淡褐～淡黄褐

SA 】 a2層 土師器カ 小型壷 工具ナデ ハ ケ 城細砂 白色粒少逗 Pやあま た黄褐～淡茶葎 淡茶褐

SA-11 a2層 土師器 ニチュ諒
工具ナデ 粗工具ナデ 白色粒少量 Pやあまヤ黄褐～淡橙黄 暗灰

SA― ■ la層 土召碩器
ミニチュ

工具ナデ 工具ナデ 良 良 た茶褐 淡黒う 炎黄褐～淡黒履

SA-11 la2層 土師器 高郷 ウ静
E具ナデ～ハケ白色・茶褐色粒少量 艮 淡黄 淡茶褐

1塗霧
～次ズ衡

SA ll lb層 土師器 甕 ハ ケ 工具ナデ 政細砂 茶褐色粒少ξ 良 淡黄褐～淡橙
徊 ～ 隙 煮 殊
/B やや歪つ

SA ll lb層 土師器 甕
[具ナデ～

ケ
[具ナデ～′

ケ
褐

い
茶

多や
色

や
白
母

砂
　
徽

細
砂
約

微
粗
有

良 淡黄灰～灰褐
き仄～淡黒灰
央茶灰

SA ll lb層 土師器 甕 的40(
工具ナデ～

ケ 工具ナデ 少少重
I粁微量

良 灰～淡黄灰
火 ～ 次 黒 殊
昔 惑

SA-11 lb層 土師器 甕 ケヽ ハ ケ
臼色粒少せ

茶褐色粒初
Pやあまヤた黄褐～淡責5 淡黄灰

SA ll lb層 土師器 甕 約40( ケヽ 工具ナデ
メlHTJ/ 日日拉グ
言、角閃石微量、粗
小糾 暑

良 茶褐～淡褐 茶褐

SA ll lb層 土師器 甕 粗ハケ 工具ナデ 災細粗砂 茶褐色粒少看 良
貢～淡橙褐
瞬

萄 ～ HH炊衡
膚 被熱

SA_11 lb層 土師器 甕 工具ナデ 工具ナデ 双FHIυ  日日 Fr夕 重 、
Pやあまヤた黄褐～淡々 淡褐

SA ll lb層 土師器 甕 ハ ケ ケヽ エ具ナ 微細砂微量 良 旨茶褐～淡黄つ 淡褐～暗灰褐 やや歪つ

翻綿
SA ll lb層 土師器 甕 工具ナデ ハ ケ 白色・茶褐色粒少量 良 た責灰～淡黄p 淡黄褐～茶褐

SA ll lb層 土師器 奏
「

寧工具ナラ 学工具 ナラ
.半 ミガキ

以 小Hυ 日 巴  亦

“

艮
え余 個 ～ 哨 余 ″
泌 単 海

炊
里

噌 炊 ^

SA ll lb層 土師器 豆 工具ナデ 工具ナデ 白色 赤掲色粒少量 良 褐 褐

SA-11 lb層 土師器 重 ケヽ ハ ケ
臼色粒少せ

茶褐色粒初
Pやあまt た黄褐～淡黄つ 淡責灰

SA ll lb層 土師器 壷
×

ｑ ヤ辞
土 果 ア ア

か/rn景‖落〕
や
微

や
粁

枢
色

色
白

褐余 夕ヽ 、ヽ
Pやあま1 渋褐～淡黄褐 淡褐～淡黄褐

SA_11 lb層 土師器 小型壷 ミガキ ミガキ 良 艮 淡黒灰 褐～淡黄褐

SA ll lb層 土師器 小型壷 ケヽ 工具ナデ 自
親 良 黄褐 茶橙 橙褐 淡桃

SA-11 lb層 土師器 小型壼 ミガキ 工具ナデ 砂
褐

敦
望

｀
量 、赤褐色
粁徽 畳

良
巨匪 淡褐 淡橙

566 SA ll lb層 土BRl器 小型壷 ミガキ ナデ
白色粒少

茶褐色瀧4
Pやあまヤた茶褐～淡茶″ 淡責褐

SA-11 lb層 土師器 小型壷 ミガキ 工具ナテ 白色 茶褐色粒微還 Pやあまヤた茶褐 淡黒つ ヨ茶褐～淡黒灰

SA ll lb層 土師器 一霊 工具ナデ 蕨FIH紗  日色 余縦
争締少量  湘砂微逼

良

SA ll lb層 上師器 高郷 ハ ケ 工具ナデ 制砂  日
締小 暑 PやあまI 淡橙褐 淡黄 淡黄褐～茶灰

SA ll lb層 土師器 高邦 半 ミガキ 半 ミガキ 良 良 淡茶褐～淡褐 黒灰

SA l1 2層 土師器 壷 ハ ケ 正具ナデ 良 淡褐 淡茶褐～淡褐

577 SA-11 2層 土師器 甕 工具ナデ 工具ナデ
Ittυ  余衡色桓少 E
ヨ色粒やや多い あまヽ 淡茶褐～褐 暗茶褐 黒斑

SA 12 a層 縄文土器 浅鉢 ミガキ 工具ナデ 微細砂微量 艮 黄褐 淡黄

SA 12 b層 縄文土器 浅鉢 工具ナデ ミガキ 良 PやあまI 茶灰～暗灰帽 旨灰褐～淡黒〃

SA■ 2 b層 縄文土器 浅鉢 半 ミガキ 工具ナデ 微砂少量 淡黄～茶灰 法責～暗茶灰

SA 12 b層 縄文土器 浅鉢
「

寧工具ナラ 工具ナデ
阜皇
量璽

少
徹

紗
万

細
開

傲
角 艮 淡橙茶～茶褐 た責褐 淡黒孝

SA-121b層 土師器 甕 工具ナデ
「

寧工具ナラ
微4H砂少量
粗秒微量

)や あまヤ 茶褐 淡黄褐～暗灰

SA 12 1b層 土師器 甕 工具ナデ ケヽ→工具ナラ
微
粗 長 淡黄 渉黄褐～淡褐

SA 12 b層 土師器 甕 ケヽ 工具ナデ 枚細砂 茶褐色粒少慢 良 た黄褐～淡茶ワ た責褐～暗茶ラ

SA■2 b層 土師器 長合日縁S 工具ナデ 工具ナデ 微砂 茶褐色粒少量 艮 淡橙～淡黄 淡黄褐

SA 12 1b層 土師器 童
工具ナデ

工具ナデ コ色 茶褐色粒少量 Dやあまヽ 悟褐～淡貢褐^

蒔褐
淡茶褐

SA-121b層 土師器 壷 半 ミガキ ハ ケ

仲働
良 茶灰～黄褐 淡黄褐
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10 10 縄文土器 弥生土器 土師器 須恵器

NO 出土地 種類 器 種
伝  量 (mm) 調   整

胎   土 焼 成
色    調

備  考
回 外面 面

SA-121b層 土師器 小型壷 ミガキ 工具ナデ 良 〕やあまヤ炎茶褐～淡灰コ
里 III 淡褐 歪つ

589

SA 12 1b層 土師器 臣 か ミガキ～ 工具ナデ 余衡色粒 やや 多ヽ
白侮粁少畳 'やあま1 淡橙褐～淡褐 橙褐～淡橙

SA 12 1b層 土師器 鉢 工具ナデ ガ キ 白色 茶褐色粒微量 良 茶～淡茶褐 淡褐 淡黒灰

SA 12 1b層 土師器 鉢 半 ミガキ ミガキ 赤褐色 白色粒少量 'やあまヽ 言個 ～ 余 殊 ・ア
思

余褐・ 暗衡
黒揚

SA 12 1b層 土師器 係
＾
６ ミガキ 丁寧ミガキ Je柱夕童、余徊杞

立やや多い
〕やあまキ 淡責褐～淡褐 庚橙 淡灰～似

SA 12 1b層 土師器 高不 ミガキ ミガキ 茶褐色粒少量 良 淡橙～褐 淡黄褐～淡橙 やや歪つ

SA 12 1b層 土師器 高杯 ミガキ ミガキ 白色 赤褐色粒少握 Pやあま1

宍伯 ～次僅徊
音茶褐

御 次頁徊
橙褐 淡黒灰

歪つ

SA-12 1b層 土師器 高邪 ミガキ 工具ナデ
和謝‖

Pやあまヤ淡橙～淡茶褐 暗灰～淡黒灰

SA-13 層 縄文土器 深鉢 I具ナデ 工具ナデ 微細砂少量 良 淡黄褐～茶灰 淡責褐～灰

SA■ 3 層 縄文土器 浅鉢 ミガキ 半 ミガキ 茶褐色粒少量 良 淡黄褐 淡褐

SA-13 層 縄文土器 深鉢 工具ナデ 工具ナデ 量
い
少

多
石

や
閃

や
角

砂
良 炎灰褐～暗茶う 音灰褐～淡黄奉

SA-13 層 弥生土器 小型壷 ナデ～工具ナブ 工具ナデ 微細砂少量 良 褐 淡黒灰～茶褐

SA 13 層 弥生土器 蓋 鮨40( 工具ナデ [具ナデ～ナテ 微細砂少量 良 炎黄褐～淡黄り 炎黄褐～暗茶黎

SA 14 層 土師器 甕 ハ ケ 工具ナデ
lII砂 ・ 白色  茶 預
締小暑 Pや あまキ 黄褐～橙褐 炎橙褐～淡黄率

SA 14 1層 土師器 甕 粗工具ナデ 工具ナデ 微細砂、赤褐色粒少
量、粗砂微量 良好

炊
褐

種
茶

一
暗

衡
淡橙褐 被熱

SA-14 1層 土師器 密 工具ナデ
「

寧工具ナテ
細砂やや多い
さ務亀締小暑 Pや あまヤ炎黄褐～暗茶か 炎黄灰～暗茶切 被熱

SA 14 1層 土師器 一更
工具ナデ
ヨコ→タテ

工具ナデ 微細砂やや多い Pや あまt 淡茶褐～橙褐 炎黄褐～暗灰第

SA 14 2層 弥生土器 甕
３

一
工具ナデ 工具ナデ 微砂少量 良 官茶褐 淡黄葎 暗茶掲～黄褐

SA 14 2層 弥生土器 甕 的45( 工具ナデ 工具ナデ
柾色

粒
衡
色

亦
白俳氏絡

測
多
店

Pや あま, 茶褐～法橙褐 橙褐 黄褐

語OZ必

614
SA 15 1層 縄文土器 深鉢 粗工具ナデ 工具ナデ 滑石粒やや多セ 良 炎黄褐～暗茶∂ 炎灰褐～暗灰詔

SA 15 1層 縄文土器 深鉢 粗工具ナデ 工具ナデ 滑石粒やや多い
(1～ 9ミ リ)

良 炎橙桃～淡黄葎 淡黄～淡褐

6 SA15 J詈 縄文土器 深鉢 工具ナデ 半 ミガキ 微細砂少量 良 悟茶褐～淡黒禁 言茶褐～淡黒字

SA 15 1層 縄文土器 深鉢 ナデ 工具ナデ
微砂少量
角閃石微畳 良 茶掲～暗茶灰 暗茶褐～灰褐

SA 15 1層 縄文土器 浅鉢 半 ミガキ 工具ナデ 微細砂微量 良 茶褐～淡橙茶 淡橙褐

第64図 SA 16困
巨輩規箭 弥生土器 甕 工具ナデ 工具ナデ

細砂 白色 茶褐て
約やや多い 良 茶褐～橙褐 淡黄灰

SA-16 2層 弥生土器 一更 半 ミガキ 工具ナデ
微細砂やや多い

粗砂・小礫微量
茶褐色約少畳

良 炎責灰～淡黄# 炎灰黄～淡茶コ やや歪つ

SK-20 土師器 高 邦 粗ミガキ [具ナデ～ハケ 良 Pや あまヤ 淡赤褐 央黄褐～暗茶コ 外面 :丹塗り

SK 29 上層 弥生土器 甕 ハ ケ 工具ナデ 微砂 白色粒少量 Pや あまI 暗茶褐～桃褐 茶褐～暗茶褐 被熱

SK-29 中層 土師器 甕 工具ナデ 工具ナデ 白色粒微量
茶褐色粒少量 艮 淡橙～淡褐 策褐～淡黄

SK 29 中層 土師器 甕 ケヽ→工具ナラ 工具ナデ 白色粒少量 良 茶褐～淡茶褐 茶褐～暗茶褐

625 SK-29 下層 土師器 甕 工具ナデ 工具ナデ ll細砂 ,白色粒少量 Pや あまヤ央黄褐～淡黄ワ
父 余 殊 ～ 哨 余 や

～暗責褐

SK-29 上層 土師器 甕 工具ナデ 工具ナデ 日巴  余 徊 日種 グ
量、粗細砂微量

長
余徊  晴次 ^
皇灰 淡黄褐～淡黄

SK 29 上層 土師器 小型鉢 工具ナデ 工具ナデ
示褐色粒やや多ヽ

色色粒少量
良 淡褐 淡褐～淡橙

SK-29 中層 土師器 甕 工具ナデ 工具ナデ
微 4m砂 自で
量、茶褐色約

良 灰褐～淡茶褐 淡黒灰 被熱

SK 29 上層 土師器 甕 工具ナデ 工具ナデ 微細砂少量 良 茶褐～暗茶褐 暗灰褐～淡褐 内面 :オ コゲ微量

SK-29 下層 土師器 小型壷 ガキ ミガキ 白色粒少量 ややあま1 淡橙 淡橙～茶褐

SK 29 土師器 小型壼 工具ナデ 工具ナデ 白色 茶褐色粒少量 ややあま1 橙～黄褐 淡黄褐

SK-35 土師器 高 不 ミガキ ミガキ 茶褐色・黒褐色粒少量 Pやあまヽ 淡黄灰～黄掲 茶褐 ,淡褐

SK-35 土師器 小型重 ミガキ
キ

キ

ガ

ガ

半

一
白色 黒褐色粒少量 ややあま1 橙～淡黄 淡黒灰

S K 37 土師器 高 rTN ミガキ ナ デ 白色粒少量 良好 淡茶褐 淡茶灰～淡褐

SK-37 須恵器 邪身 ナデ ナ デ 艮 良好 淡灰～灰 淡黄灰 外面 :灰被り

SK 37 1層 土師器 高郷
ミガキ

ヨコ→タテ)
半 ミガキ 白色粒少量 ややあまヤ 淡赤茶 茶掲～茶橙 外面 :丹塗 り

642 SK-44 土師器 甕 ノヽク 工具ナデ 白色 粗ヽ細秒微量 良 暗褐～暗茶褐 暗茶～暗褐

SK-44 土師器 甕 粗工具ナデ 工具ナデ 茶褐色粒少量 艮 淡茶褐～淡褐 褐灰～淡黄灰

S K 44 土師器 甕 ハ ケ 工具ナデ
自色 fiIや や 多い
基湖角粁小号 ややあまヤ 暗茶褐～茶褐 茶～暗茶 被熱

SK-44 土師器 甕 工具ナデ
「

寧工具ナデ 白色粒少量 良 茶褐 淡黄 炎橙褐～暗灰フ

SK-44 土師器 鉢型 工具ナデ 工具ナデ
臼色 黒褐色粒少
量、茶褐色粒微量

あまヤ 橙褐
的～余衛～

協

SK-44 土師器 蓋 ハ ケ ハ ケ 微細砂少量 良 た茶灰～暗茶炉 首余狗 ・淡貢ヤ
淡橙褐

被熱

SK_44上  Ⅱ層 須恵器 邪蓄 ケズリ ナ デ 粗細砂微量 良好 灰青～暗灰青 淡灰青

SK-36 上層 縄文土器 深鉢 条痕 工具ナデ
湘砂少
卜醍微纏 良 淡褐 淡褐～淡茶灰

SK 36 上層 縄文土器 浅鉢 ミガキ ミガキ 傲制俳 日色
暑 里態名粘

少

量 良 淡黄～淡橙 茶褐～淡黄褐

SK 36 上層 縄文土器 浅鉢 ミガキ ミガキ 白色 茶褐色粒微量 良好 嗜茶褐～淡黄 暗灰褐～淡蒙
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表11 出
１
■ 縄文土器 土師器

NO 出土地 種類 器 種 胎  土 焼 成
色   調

備  考
口作 貢作 外面 内面 外 向 血

653
SK-36 上層 縄文土器 浅鉢 工具ナデ 工具ナデ 茶褐色 黒褐色粒少量 良 淡橙～淡黄 淡黄～淡黄白

SK-36 上層 土師器 高不 ハ ケ 工具ナデ
民7・B色粒 や や 多い
粕 約小暑 Pや あまI 淡橙黄～黄褐 淡橙褐

翻６５７
SK 09 土師質土器 皿

１

×

×

７ ナデ ナ デ 茶褐色粒少量 Pや あまヤ央貢～余炊～ち
ア揚 淡茶褐 翻柳

SK-09 土師質土器 皿
×

７

一
３ ナデ ナデ 茶褐色粒やや多モ Pや あまヤ炎黄褐～淡茶葎 淡黄褐～淡褐

糸切 り

歪つ

659 SK-09 土師質土器 皿
×

８
一
３ ナデ ナデ 茶褐色粒少量 Pや あまI 淡黄～淡黄褐 淡黄～淡黄褐

糸切 り
やや歪つ

S K 09 土師質土器 小皿 ナ デ ナデ 茶褐色粒少量 Pや あまI 淡褐～暗灰 淡黄～淡褐
糸切 り

歪つ

SK-09 土師質土器 小皿 15 ナ デ ナデ 茶褐色粒少量 良 淡責～淡灰 淡黄灰 糸切り

SK 09 土師質土器 小皿 17 ナデ ナデ 茶褐色粒少量 Pや あまt 暗灰～淡灰黄 暗灰～淡黄仄
糸切 り

やや歪つ

663 SK 09 と師質土基 小皿 工具ナデ 工具ナデ 茶褐色粒少量 Pや あまヤ炎茶灰～淡灰芸 淡灰褐 糸切 り

666 SK-09内  PP攪 ヨ 土師質土器 皿 工具ナデ 半 ミガキ 茶褐色粒やや多い 良 淡黄褐 糸切 り

SK-40 土師器 甕 ハ ケ ハ ケ 雹細砂 茶褐色粒少量 良 茶褐～褐 茶橙～淡茶褐

668 SK-40 土師器 甕 「
テ→ 上 具 ア 号

(ヨ コ→タテ)

トデ→工具ナラ
蒔褐色 '自 色  黒 縦
1粁少畳

Pや あまヤ 淡茶褐 た橙褐～淡黄な 古代

SK-40 土師器 」ヽ型獲カ 工具ナデ 工具ナデ
i褐色粒 や や 多い
有名給綿暑 良 旨灰褐～淡黄ワ 淡褐

SK-40 土師器 娩 か 工具ナデ 半 ミガキ 白色粒少量 良 橙褐～責褐 淡黄褐～茶褐 古代

S K 0937内 攪乱 土師器 小型鉢 工具ナデ
「 寧工具ナラ白色 赤褐色粒微量 Pや あまI 赤茶～赤桃 茶褐～褐

やや歪つ

外面 :丹塗 り

12 土 12 土製品

NO 出土地 器 種 法  量 (mm) 胎   土 焼  成
色   調

備  考
外面 肉 向 タト己

第■区
87

Ⅳ区 Ⅳa層 土器片加工円盤
３９

５

鴨

子‐
，

３４

５

長

厚 ミガキ ミガキ 赤褐色粒微量 Pや あまI 淡赤褐 淡黄褐
双孔
丹塗 り、被熱

Ⅳ区南拡張区
Ⅲ a層 土器片加工円盤 勿

ハ
幅
■

３９

０

長
厘 粗 ミガキ ミガキ 黒褐色粒少量 良 淡橙褐 黒褐 丹塗り高郭片

Ⅳ区南拡張区
Ⅲ b層 高不転用軸の羽回

幅
２

４

一

長
厚 良 Pや あま1 淡緑褐 ～淡灰 淡褐～淡〃【橙

哩
“

弔

１ V区 Ⅲ層 土器片加工円盤
長
厚

47幅 :41

12
工具 ナデ 工具ナデ 白色粒少量 良 淡責褐

欠頁 掏 ～ 余 伺 ・

正姻 土師器片

翻２７９
SA-03 1層 土器片加工 円盤 鴨

１１
，
厚

長
ぐ 工具 ナデ 工具ナデ 良 良 淡責～暗灰 暗灰褐～淡灰狛 土師器片

弟33区

303
SA-04 1層 土器片加工 円盤 径 :45 厚 :8 工具 ナデ 工具ナデ 嘴茶褐色粒少置 Pや あまヤ 淡橙黄 淡褐 土師器甕片

弟38必

369
SA-06 土器片加工円盤 イ登:36 )享 :8 ハ ケ 工具ナデ 微細石英やや多ヤ 良 暗茶灰 暗茶灰～暗茶材 土師器密片

翻的
S K 37 1層 土器片加工円盤

幅
１１

ナ
厚

長
で 工具 ナデ 工具ナデ ω醐

良 淡茶褐 ～茶褐 淡茶褐～褐 土師器落片

13 出土遺物観察表 (13 輸入陶磁器 近世 国産 陶器

NO 出土地 種  類 器  種
法  量 (nn)

露 胎 胎土色
釉   調

産 地 年代 備考
口 径 1面

乖8区
24

I tt SB_01の PP 陶器 鉢 223 暗褐
筵オ リーフ～暗冽
,― ブ 淡責白

淡責 白 南九州 18c～ 幕末

SK-17 陶器 皿 嗜褐灰 淡黄褐・淡黄緑 淡責褐 南九州 1820～ 60年代

SKl 陶 器 FBF傍 口 部 爵～ 賠緑 灰 暗褐～暗緑灰 薩摩

扁11必

翻６６４

・０６
層

Ａ

　

ａ

Ｓ

皿
区Ⅳ 白磁 碗 乳白 乳 白 乳 白 中 国 11-12c

SK-09 白磁 皿 体外下半～外底 淡責 褐～暗褐 褐～嗜褐 中国
12c後キ
棒 誡末 自

出土遺物観察 14 鉄・金属製品

No 出土地 器 種
法 量 (Ilal)

材 質 備 考
長

郷２５
S B 02 銭貨 l 銅

第9凶

40
SKワ6 銭 貨 2 鉄

SK呟3 煙 管 銅

有10図
57

S K ll 鉄 鏃 3× 3 鉄

58 S K ll 鉄 か 鉄

寄ll区

90 SD‐ 02 刀子か 9 4 鉄

NO 出土地 器 種
立去   進ヨ  (DIn)

材 質 備  考
長 さ 幅 厚 さ

躙
・３７

V区 Ⅳ a層 鉄 鏃 5 鉄

再Zυ凶
263

SA‐03A l層 鉄鏃か 5 3X5 鉄

,3b凶

327
S A 05 2層 刀子か 鉄

,30凶
339

SA05 1a2層 刀 子 (69)
5X
12

鉄

癌46凶
455

SA‐09 1層 鉄片か (17) 鉄 か 磁石に付かない

表15 出土遺 15 小玉 管玉

NO 出土地 器種
法  量  (mm)

色 調 材質 備 考

461 蜘叫
管玉 11 4 4 深緑 碧玉

NO 出土地 器 種
法  畳  (mm)

色 調 材 質 備考
長 さ 幅

「
早さ

暑51区

586 SA-10 ''■ ガラス/1ヽ玉 6 6 6 紺 ガラス
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16 土 16 石 器

No 出土地 器 種 重 さ 石 材 備 考
長 さ 幅 ナ厚さ

棚２６
I区 境乱 打製石鏃 5 15g チャー ト g部再生か

[区 SD-03 打製石鏃 3 チャー ト

I区 Ⅳal層 五部磨製石功 5 188 安山岩

榔４２
Ⅱ区西側 Ⅱ層 打製石鏃 (14) 3 04g 黒曜石 9部再生か

43 Ⅱ区 ),土 打製石錫 3 118 安山岩

Ⅱ区 拶,土 打製石鏃 4 12寅 安山岩

Ⅱ区〕|十 打製石鏃 2 黒曜石 要岳産

Ⅱ区西半 Ⅱ層 石飽か 5 チャー ト

Ⅱ区西半 Ⅱ層 石 核 282g 硬質頁岩か

Ⅱ区西側 Ⅱ層 踏裂る鏃未裂諄 4 72E 粘板岩

Ⅱ区り
'土

打製石斧 426g 溶結凝灰岩

Ⅲ区 SK-12 打製石鏃 2 02g 黒曜石

Ⅲ区 拝土 打製石鏃未製品 16 3 05g チャー ト

Ⅲ区 SK-11 打製石鏃 3 08質 チャー ト

Ⅲ区 く01>(撹乱) 打製石鏃 5 黒曜石 ノ木津留産カ

HT仄 翡矯 L T製石鏃夫製
『

15 2 06g 安山岩

Ⅲ 区 Ⅱナ音 打製る斧 写灰暫 砂 岩

第12区

92
Ⅳ区り

'土

打製石鏃 17 17 3 07g 玉髄

Ⅳ区 Ⅳa層 打製石鏃 3 07 チャー ト

Ⅳ区 精舌し 石 錐 7 玉髄

Ⅲ区 南等奮
区

打製石鏃未製品 24 黒曜石 ノ木津留産カ

Ⅳ 区 り,土 打製石斧 7 然結輝灰建

Ⅳ 区 Ⅳa層 石 包 丁 47 4 和 fFx岩

Ⅳ区 Ⅳa層 擦石 77 71 1236g 砂岩
ことして

B面 を使用

抑‐３８
V区  鵬

打製石斧か 402g 安山岩質

V tt S押 1 更用痕のあ老 303g 珪化凝灰岩

V区 Ⅳa屠 砥石 17 8 108g 砂質買岩

Vtt SD-01 火打石 487g 石 英 当然面 あり

剛
縣

Ⅵ区
),マ

嵐者竿
打製石鏃 3 07g 黒曜石 要岳産

Ⅵ区S含

ぢ再ζ層
〔

打製石鏃 3 安山岩

Ⅵ区 Ⅳゴ層 打製石鏃 3 玉髄 か

Ⅵ区 Ⅳ a'層 打製石鏃 3 黒曜石 要岳産

Ⅵ区 Ⅲ～Wa層 打製石鏃 4 安山岩

Ⅵ区SK再
3智

上
打製石鏃 4 10g 玉髄

171

E6北 lmの
Ⅵ区 長さ35mの

沿 缶|

打製石鏃 3 玉髄

雇 S伍
智 石鏃未製品 安山岩

躯鞘蒲
ぞ

T製石鏃未製品 7 02g 玉髄

Ⅵ区
SA一

措

倒
石錐 52g チャー ト ワ部磨耗

Ⅵ区 £鶉
2次 加工のある

6
(砂質 )

旺 靴ヨF 敲磨石
(砂岩質 )

睫損後も看
F使用

77 Ⅵ区 Ⅳ a'層 談石か 畦化凝灰岩 〔損後に廃棄

駆 瑞ギ智
2次加工のあ遼

41 8 169g 砂質頁岩

Ⅵ区北由端 Ⅱ層 磨製石斧 1226 蛇 紋岩

Ⅵ区 S穂元婚
上

打製石斧 砂 岩

抑・８２
Ⅵ区 SK-27 刃器 271 珪化凝灰岩

Ⅵ区 SK-101a擢 」製石鏃未製面 19 3 チャー ト

Ⅵ 区 SK-10 敲磨石 3222 容結凝灰岩

靱
朋

Ⅵ区SK百
鍵

キ
石錐 チャー ト

Ⅵ 区 SK-34 台る 146k£ 溶結 輝 灰措 t用痕は不明範

型２‐７
SA-01 lc層 勾玉 3

クロム日雲

母か

SA-01上 面 ξ包丁未製岳 7 357 隈質粘板岩

SA-011層 台石 溶結雅灰岩 期面に線状涯

220 SA-011層 鉄床石 溶結凝灰岩

劉
翔

SA-03A l層 FR石 1466g 砂岩
F損面 も者

265 SA-03A l層 27 恋結凝灰岩

266 SA-03A l層 鉄床石 288 29 31ts 溶結凝灰岩 段造剥片付蓬

SA-03A l層 鉄床石 4 7kg 溶 rOr凝灰岩 艮色付着物多

No 出土地 器 種
法 量 (mm)

重 さ 石 t/j 備 考

�
珈

,A-03A l尾 打製石鏃 3 黒曜石 露岳産

SA-041層 台石 〕121g 溶結琵灰岩 送面被熱

SA-041層 台石か 222 18 5kg 麿結凝灰岩
足用痕は

百著ではなャ

秘３２４姉一３４０

SA-05A l尾 台石か ,088ε 麿結凝灰岩

SA-051層 丁製石鏃未製品 (17) 7 18g チャー ト (敗品

SA-051a娼 打製石鏃未製温 693営 昼橋安山拮 (敗 品か

SA-05B l尾 石匙 4 36質 頁岩か

SA-05B l厄 石包丁 5 227g 粘板岩
面右に穿子し時T

丈ヽ2が ある

翻
３７０

SA-061層 打製石鏃 3 安山岩

SA-061層 打製石鏃 11) 04g 黒躍石 要岳産

硼３８０
SA-072層 磨製石鏃茉製品 3 07g 粘板岩

SA-072層 打製石鏃 3 黒躍石

抑３９．
SA-081層 打製石鏃 3 07g チャー ト

SA-08 層 打製石鏃 12 383質

理４５６
SA-091層 打製石鏃 3 黒躍石 要岳産

SA-09 層 打製石鏃 5 11営 チャー ト

19 27g 安山岩

SA-09 層 玉髄

,A-091層下ど 11 63富 頁岩

SA-091b尾 敲磨石 4161R 不明

SA-091層
下半

擦 石 1282g
疑灰質砂岩
(火 山弾力→

鉄床 石 か 5 7ko 蓉結凝灰岩

SA-091b擢 打製石斧 1315冑 容結凝灰岩 く椙後も使用カ

SA-091層 打製石斧か 113 14 1407g 溶結凝灰岩

467
SA-09 台石 4 0kg 溶結凝灰岩 輛面若干擦七

SA-09 度熱 弾けの

らる石
4 5kg 溶結凝灰岩

SA-092眉 打製石鏃 3 【山岩

SA-092層 敲石か 44 1525g
ね共

(不透明

SA-101層 刃器 頁岩カ

SA-101層 打製石鏃 3 安山岩

SA-10 層 T製石鏃未製『
5 18富 警山岩

SA-10 層 打製石鏃 13 3 05質 チャー ト

SA-101b層
砥石 1503g 砂岩 ヒ沢あり

SA-102層 石鏃転用錐カ 21 黒曜石 ヨ浜産か

A-11 l a2煙 打製石錫 17 玉髄

548 ,A-11 la2庭 擦石 244g 溶結凝灰岩 党熱

A-11 擦石か投弾 さ結凝灰岩え

SA― ■ lb層 打製石鏃 14 3 黒曜石
ζノ木津留芝カ

SA― ■ lb層
未製品か

5 112g 粘板岩

SA― ■ lb層 砥 石 (37) 砂岩 ι沢あり

SA-11 lb層 台石 146k貿 溶緒凝灰岩 斥色顔料付呆

SA― ■ 1も層
石核

`講

石力う
2665g 圭化凝灰岩カ

578 スクレイノ`一 41 21 準化凝灰岩

弾５９７
SA-121b層 敲 石 77 5976g 畦化凝灰岩 B面 自然面

598 SA-121b層 鉄床石か 1386g 容結凝灰岩 ゴ側面被熱カ

599 SA-12 3605P 軽石

SA-12 打製石鏃 3 チャー ト

SA-13 層 磨製石鏃 2 28g 粘板岩 ほ面穿孔

SA-13 層 高,磨石 1501g 砂岩

SK-29下 層 石錐 37 5 チャー ト

SK-35 石匙 71

SK-37 設磨石 (89) 罷灰 肇砂岩 く損後も便月

SK-37 鉄床石 255 1938 容結凝灰岩
寃熱

段造剥片付序

SK-44 打製石斧 9 147g 容結凝灰岩

SK-36 L層 打製石斧 (68) 容結凝灰岩

細
６５６爾
肺

SK-36上 層 卦石 (砥石的 9 11 2kg 容結凝灰岩 なヽり平滑

SK-091層 石匙未■kl品 27 11 黒曜石
]浜産か
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図版 1

(南西から,調査前)調査地 遠景
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図版 3

I～ V区 完掘全景 (左が北 )


